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星ほしのカービィ




大だい盗とう賊ぞくドロッチェ団だんあらわる！の巻まき








高たか瀬せ美み恵え・作

苅かり野のタウ・ぽと・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　おひさまも居い眠ねむりしてしまいそうなほど平へい和わな、プププランドの昼ひる下さがり。

　カービィとワドルディは、広ひろい野の原はらをかけ回まわって遊あそんでいた。

「こっち、こっち～！　おいでよ、ワドルディ！　きれいなお花はなが咲さいてるよ～！」

「待まってよ、カービィ！」

　今日きょう、二人ふたりがやってきたのは、これまで一いち度ども来きたことのない大だい草そう原げんだった。

　広ひろい広ひろいプププランドには、二人ふたりが訪おとずれたことのない場ば所しょがまだまだたくさんある。

「知しらない場ば所しょで遊あそぶのって、楽たのしいね！」

「うん！　冒ぼう険けんみたいで、ワクワクするよね！」

　お花はな畑ばたけで転ころげ回まわったり、林はやしの中なかでかくれんぼをしたり、浅あさい川かわを見みつけて飛とびこんだり。

　あんまり楽たのしくて、つい時じ間かんがたつのを忘わすれてしまう。

「もっと遠とおくまで行いってみようよ、ワドルディ」

「だめだよ、カービィ！」

　ワドルディは、ぴょんぴょん飛とびはねていくカービィを追おいかけながら叫さけんだ。

「あんまり遅おそくなったら、ぼく、大だい王おう様さまに叱しかられちゃうよ。そろそろ、帰かえるしたくをしないと！」

「やだー！　まだ帰かえりたくない！」

「でも、大だい王おう様さまが……」

「へーきへーき！」

　ワドルディは、プププランドの（自じ称しょう）偉い大だいなる支し配はい者しゃ、デデデ大だい王おうの部ぶ下か。

　いつもなら、人ひとづかいの荒あらい大だい王おうに一いち日にちじゅうこき使つかわれていて、遊あそびに出でかけるひまなんてない。

　今日きょうは、たまたま大だい王おうが出でかけているので、こうして遠とお出でをすることができたというわけだった。

　でも、貴き重ちょうな休きゅう日じつも、そろそろ終おわりが近ちかづいている。

「大だい王おう様さまが帰かえってくる前まえに、お城しろに戻もどらなくちゃ、大たい変へんなことになっちゃうよー！」

「ぼくがいっしょにあやまってあげるから、だいじょーぶ！」

「だめだめ！　よけいに、叱しかられちゃう！」

　ワドルディはあわてて言いった。

　デデデ大だい王おうはカービィを一いっ方ぽう的てきにライバル視ししており、何なにかにつけて張はり合あおうとする。ワドルディとカービィが友ともだちだということは、もちろん大だい王おうには秘ひ密みつだった。

　楽たのしそうに草そう原げんを走はしっていたカービィは、急きゅうにぴょーんと大おおきく飛とび上あがって、声こえを上あげた。

「見みて見みて、ワドルディ。あっちに、何なにかおもしろそうなものがあるよ！」

「え？　何なに？」

　ワドルディは、カービィが指さす方ほう角がくに目めをこらした。
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　大おおきな石いし造づくりの建たて物ものが見みえる。太ふとい柱はしらが何なん本ぼんも立たっているが、その大たい半はんは途と中ちゅうでぽっきり折おれているようだ。

　りっぱな屋や根ねも、半はん分ぶんくらい崩くずれている。

「こわれた建たて物もの……だね……？」

「行いってみようよ！」

　カービィは、さっきまでよりも、もっと勢いきおいづいて走はしり出だした。

「あ、待まってよ、カービィ！」

　ワドルディはあわてて、カービィを追おいかけた。




　建たて物ものに近ちかづいた二人ふたりは、崩くずれた屋や根ねを見み上あげて、同どう時じに「わあ……」と声こえを上あげた。

「すごく大おおきな建たて物ものだね……！　デデデ城じょうより大おおきいよ！」

「でも、ボロボロだよ。もう何なん年ねんも……ううん、何なん百びゃく年ねんも、ほうっておかれたみたい」

「もともと、何なんだったんだろうね？　こんなに大おおきいんだから、ふつうのおうちじゃないよ。お城しろかな？　神しん殿でんかな……？」

　二人ふたりは顔かおを見み合あわせると、手てをつないで、おそるおそる建たて物ものに入はいってみた。

　屋や根ねが崩くずれているので、中なかは明あかるかった。けれど、空くう気きはひんやりしている。

　大おおきな彫ちょう刻こくがたくさんあるが、みんな、元もとの形かたちがわからないくらい、こわれていた。

　石いしの壁かべには、謎なぞめいた模も様ようがびっしりと浮うき彫ぼりにされている。

　おごそかな雰ふん囲い気きだった。カービィとワドルディは、自し然ぜんと声こえをひそめてしまった。

「なんだか、怖こわい感かんじがする……神しん殿でんだったのかな……？」

「そうみたいだね。奥おくに行いってみよう！」

「大だい丈じょう夫ぶかなあ……」

「へーき、へーき！」

　カービィが走はしり出だそうとした時ときだった。

　カービィは、なんの気きなしに、床ゆかの上うえにあるボタンのようなものを踏ふんづけてしまった。

　すると。

　床ゆかがパカッと割われた！

「うわっ!?」

　カービィは、床ゆかにあいた穴あなに真まっ逆さかさま──。

「カービィ！」

　ワドルディが悲ひ鳴めいを上あげた。

　カービィは、とっさに空くう気きをいっぱいに吸すいこんで、手てをぱたぱた動うごかした。

　カービィのからだはふわりと浮うき上あがり、うまく落おとし穴あなから脱だっ出しゅつできた。

　これは、カービィが持もっている力ちからの一つ「ホバリング」。空くう気きをからだいっぱいに吸すいこんで、風ふう船せんのように浮うかぶことができる。

「ふう。助たすかった」

「良よかった、カービィ！」

　ワドルディは、ほっとして、カービィにかけ寄よった。

「なんで、こんなところに落おとし穴あながしかけてあるんだろう？」

「この神しん殿でん、やっぱり、なんだか怖こわいよ。出でようよ、カービィ……」

　ワドルディはすっかりおじけづいてしまったが、カービィは、むしろ逆ぎゃく。きらきらと目めをかがやかせた。

「こんなワナ、へーきへーき！　ワクワクしてきた！」

「カービィ！」

「ワナがしかけてあるってことは、きっと中なかに宝たから物ものがあるんじゃないかな!?」

　張はり切きって走はしり出だそうとしたカービィだが、十歩ぽも進すすまないうちに急きゅうストップ。

　通つう路ろが、ふた手てに分わかれていた。

「……どっちへ行いけばいいんだろう？」

　二人ふたりは、通つう路ろを見みくらべてみた。

　どちらも同おなじように薄うす暗ぐらくて、長ながい通つう路ろだった。行ゆく手ては、闇やみに閉とざされている。

　ワドルディは、迷まよってしまった。

「うーん……どっちかがワナで、どっちかが正せい解かいだと思おもうけど……」

「こっちだ！」

　カービィは、パッと決きめて、右みぎ側がわの通つう路ろに進すすんだ。

「カービィ！」

　ワドルディはびっくりした。

「どうして？　なんでわかるの？」

「なんとなく！」

「な、なんとなくって……そんなに急いそいじゃ、あぶないよ！　ワナがないかどうか、調しらべながらゆっくり歩あるかないと……」

「へーき、へーき！」

　カービィは自じ信しんたっぷり。何なにも調しらべずに、突つき進すすんでいく。

　ワドルディは、おっかなびっくりカービィについていった。

　幸さいわいなことに、ワナは一つもしかけられていなかった。

「良よかった……こっちの通つう路ろが正せい解かいだったみたいだね！」

「でしょ！」

「カービィ、どうしてわかったの？」

「なんとなく、だよ！」

「カービィは、カンがいいのかな……？」

　ふしぎに思おもいながらも進すすんでいくと、やがて、大おおきな円えん形けいの部へ屋やに出でた。

　壁かべにそって、台だい座ざがたくさん並ならんでいる。

　それぞれの台だい座ざの上うえに、ふしぎなものが置おかれていた。

　水すい晶しょう玉だまのような、まるい物ぶっ体たいだ。一つずつ、色いろのちがう光ひかりを放はなっている。

　建たて物ものや彫ちょう刻こくはボロボロにこわれているのに、台だい座ざとその上うえの玉たまは、たった今いま作つくられたばかりのようにきれいだった。

　カービィは台だい座ざに近ちかづいて、透すきとおった玉たまをじっと見みつめてみた。

　それぞれの玉たまの中なかに、何なにかが封ふうじこめられているようだ。

「何なんだろう、これ……中なかに、小ちいさな剣けんみたいなものが入はいってる……」

「カービィ、さわらないほうがいいよ。ワナかもしれないから」

「見みてごらんよ、ワドルディ。こっちは、氷こおりの結けっ晶しょうみたいなものが見みえるよ！」

　カービィに言いわれて、ワドルディもおそるおそる玉たまをのぞきこんでみた。

「ほんとだ……こっちは、パラソルみたいなものが入はいってる」

「こっちは、ムチみたいなものが見みえるよ」
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　二人ふたりは、台だい座ざの上うえの玉たまをぜんぶ調しらべてみた。

　玉たまの中なか身みは、さまざまだった。硬かたい石いしのようなものも、羽は根ねのようなものもある。弓ゆみ矢やのようなものも、タイヤのようなものも……。

「……これって、ひょっとして……」

　カービィの頭あたまに、パッとひらめいたことがあった。

「どうしたの、カービィ？」

「ちょっと、試ためしてみる！　見みてて、ワドルディ」

　カービィは思おもいきって、いちばん近ちかくにあった玉たまにさわってみた。

　ぽんっと音おとがして、カービィの頭あたまの上うえに炎ほのおがともった。まるで、輝かがやく冠かんむりのように。

「わっ!?」

　ワドルディがおどろいて、目めを丸まるくする。カービィは叫さけんだ。

「やっぱり、思おもったとおり！　これ、コピーのもとだ！」

「コピーの……もと？」

「うん！　これにさわると、コピー能のう力りょくが使つかえるようになるんだよ」

　コピー能のう力りょくは、カービィが持もっている、ふしぎな力ちから。

　特とく別べつな力ちからを持もった敵てきを吸すいこむと、その力ちからを自じ分ぶんのものにすることができるのだ。

　ワドルディは、試ためしに自じ分ぶんも玉たまにふれてみたが、何なにもおきなかった。

「ぼくじゃ、だめなんだ……やっぱり、コピー能のう力りょくはカービィにしか使つかえないんだね」

「うん。いま、ぼくがさわったのは、『ファイア』のもとだったんだ。この玉たまにさわると、玉たまに宿やどっている力ちからをコピーできるんだよ！」

「わあ……便べん利りだねえ！」

「こんなにたくさんのコピーのもとが集あつまってるなんて、夢ゆめみたい！　すごいや！」

　カービィは、大おおはりきり。

「奥おくまで探たん険けんしてみようよ、ワドルディ。もっとすごい宝たから物ものが見みつかるかもしれないよ」

「でも……もう帰かえらないと……」

「へーきへーき！　怖こわい敵てきが出でてきても、ぼくがやっつけるから！」

「カービィ、ぼくが心しん配ぱいしてるのは、デデデ大だい王おう様さまの……」

「行いくよ～！」

　カービィは、神しん殿でんの奥おくへと走はしって行いってしまった。

「あ、待まってよ、カービィ！」

　勢いきおいのついたカービィは、だれにも止とめられない。

　ワドルディは、カービィを見み失うしなわないように、必ひっ死しに走はしった。
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　神しん殿でんは、二人ふたりが思おもっていたよりもずっと広ひろかった。

　途と中ちゅうに、分わかれ道みちがいくつかあったが、カービィは少すこしも迷まよわずに進すすんでいった。ワナはひとつもない。

（ひょっとしたら、どちらの道みちを進すすんでも、ワナなんてないのかも。この神しん殿でんは古ふるすぎて、ワナがこわれちゃってるのかもしれないな……）

　ワドルディは、そんな気きがしてきた。

　ついに二人ふたりは、いちばん奥おくの部へ屋やにたどりついた。

　そこは、大おおきな祭さい壇だんのある広ひろ間まだった。

　祭さい壇だんを守まもるように、ぶきみな彫ちょう刻こくが置おかれている。こわれているのに、今いまにも動うごき出だしそうな迫はく力りょくがある。

　ワドルディはすっかり怖こわくなってしまい、震ふるえ出だした。

「ねえ、早はやく帰かえろうよ……ここ、やっぱり気き味みが悪わるいよ……」

「だいじょーぶだってば。ぼくがいるから」

　その時とき、カービィはふしぎなものを見みつけた。

　祭さい壇だんの上うえに、ふわふわしたクッションのようなものがある。

　そして、その上うえに、まるくて白しろいものが載のっていた。

「見みて、ワドルディ！」

「な、何なに!?　何なにか出でたの!?」

「ちがうよ！　ほら、あれ……何なんだと思おもう？」

　言いいながら、カービィはもう祭さい壇だんに飛とび乗のっている。

「あぶないよ、カービィ！」

「見みてごらんよ、ワドルディ。これ、卵たまごだよ」

「え？……卵たまご？」

「うん！　すごく大おおきな卵たまごだ！」

　ワドルディも、おっかなびっくり、祭さい壇だんに上のぼってみた。

　カービィの言いうとおりだった。クッションのようなものの上うえに、白しろい卵たまごが載のっている。カービィやワドルディと、同おなじくらいの大おおきさがあった。
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「ほんとだ……何なんの卵たまごだろう？」

「鳥とりだよ！　鳥とりに決きまってる！」

「こんな大おおきな卵たまご、初はじめて見みたよ……」

「食たべよう、食たべよう！」

　カービィは、はね回まわって叫さけんだ。

「え……!?　食たべようって……これを？」

「うん！　特とく大だいの目め玉だま焼やきができるよ！」

「で、でも。何なんの卵たまごかもわからないのに……」

「卵たまご焼やきのほうがいいと思おもう？　それとも、ゆで卵たまご？　スクランブルエッグかな？」

「だけど、カービィ、勝かっ手てにそんなことしたら……」

「心しん配ぱいしないで、ワドルディ！　火ひなら、あるから！」

　カービィは、小ちいさな火ひの球たまをぽっぽっとはいた。

「『ファイア』をコピーしておいて良よかった～！　ぼく、天てん才さいじゃないかな!?」

「あ、あのね、カービィ……」

「でも、ここには、おなべもフライパンもないねえ。そうだ、卵たまごを持もって帰かえって、デデデ城じょうの台だい所どころで作つくろう！」

　ワドルディが止とめるひまもなかった。

　カービィは、自じ分ぶんと同おなじくらい大おおきな卵たまごを、ヨタヨタしながら抱かかえ上あげた。

　──と、その瞬しゅん間かん。

　上うえから、何なにかが落おちてきた。

「……え？」

　カービィは、何なにが起おきたのかわからず、目めを丸まるくした。

　落おちてきたのは、大おおきな鉄てつのカゴ。カービィは、カゴの中なかにすっぽり閉とじこめられてしまった！

「カービィ！」

　ワドルディは、びっくり仰ぎょう天てん。

　カゴにかけ寄よって、鉄てつの網あみ目めのすき間まから呼よびかけた。

「だ、大だい丈じょう夫ぶ!?」

「う……うん……何なんだろう、これ？」

「ワナだ！　卵たまごを持もち上あげると、カゴが落おちてくるワナだったんだよ！」

　ワドルディは、おろおろした。

「どうしよう、カービィ……！」

「こんなの、たいしたことない！　すぐ逃にげられるよ！」

　カービィは卵たまごを置おいて、鉄てつのカゴを持もち上あげようとした。もちろん、ワドルディも手て伝つだった。

　しかし、カゴはおそろしく重おもい。二人ふたりが力ちからを合あわせても、ビクともしなかった。

「……こんなことなら、『ファイア』じゃなくて『カッター』をコピーしておけば良よかった。カッターがあれば、こんなカゴくらい、かんたんに切きれるのに……」

　カービィが、しょんぼりとうなだれた時ときだった。

　突とつ然ぜん、あたりが暗くらくなった。

　そして、はるか高たかいところから、するどい声こえとバサバサという音おとが聞きこえてきた。

「ワナにかかったね、悪わる者ものめ！」

「え……？」

　カービィとワドルディは、おどろいて上うえを見みた。

　二人ふたりの目めには、青あおいイナズマが落おちてきたように見みえた。

「わ……わああああ！」

　それは、イナズマではなく、巨きょ大だいな鳥とりだった。

　恐おそろしくするどいくちばしと、爪つめをもっている。頭あたまには美うつくしいトサカがあり、大おおきな丸まるい目めは、炎ほのおのようにらんらんと燃もえ輝かがやいていた。

　鳥とりは、ワドルディめがけて襲おそいかかった。

「うわああ～！」

　あわてて飛とびのいたワドルディは、祭さい壇だんから転ころげ落おちてしまった。

　鳥とりは、カゴの中なかのカービィをにらみつけて、満まん足ぞくげに言いった。

「この間あいだのやつらの仲なか間まだね？　きっとまた来くると思おもってたよ。ワナをしかけておいて良よかった！」

「この間あいだの……って？」

「今こん度どこそ、容よう赦しゃしないよ。二に度どと坊ぼうやを狙ねらう気きにならないよう、痛いたい目めにあわせてやるから！」

　鳥とりは、祭さい壇だんの端はしに垂たれ下さがっているひもをくちばしにくわえて引ひいた。

　あんなに重おもい鉄てつのカゴが、軽かる々がると引ひっぱり上あげられた。

　カービィがほっとしたのも、束つかの間ま。

　鳥とりはくるっと振ふり返かえると、翼つばさを広ひろげた。
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　鳥とりのからだは青あおいけれど、翼つばさの内うち側がわだけは真まっ白しろだった。まるで、青あお空ぞらに浮うかぶ雲くものように。

　カービィは、その美うつくしさに見みとれてしまった。

「わあ、きれい……ホイップクリームみたいに、ふわふわで真まっ白しろだ……」

「おしおきだよ！　悪あく党とうめ！」

「え……？　ちょっと待まって……」

「観かん念ねんおし！」

　鳥とりは翼つばさをバサリと動うごかし、舞まい上あがろうとした。

　ところが。

「……クッ」

　鳥とりはうめき声ごえを上あげ、翼つばさをだらりと下おろしてしまった。

　大おおきなからだが、震ふるえている。痛いたみに耐たえているようだった。

「……どうしたの？　だいじょーぶ？」

　カービィがたずねると、鳥とりはキッとなって叫さけんだ。

「近ちかづくな！　この悪わる者ものめ！」

「ぼくたち、悪わる者ものじゃないよ！　どうしたの？　どこか痛いたいの？」

「なんでもないよ！」

　祭さい壇だんの下したから心しん配ぱいそうに見み上あげていたワドルディが、言いった。

「ねえ……ひょっとして、足あしをケガしてるんじゃない……？」

「うるさいよ！」

　鳥とりは、おどしつけるように、くちばしをカッと開ひらいた。

　でも、カービィも気きがついた。鳥とりの足あしは、不ふ自し然ぜんなくらい曲まがっていた。

「たいへんだ……痛いたいの……？　だいじょーぶ……？」

「フン！　このくらい、なんとも……ない……クッ」

　鳥とりは強つよがってみせたが、やっぱり苦くるしそうだった。

「手て当あてしなくちゃ……」

「フン！　そんなことを言いって、油ゆ断だんさせて、坊ぼうやをさらおうっていうんだろう？　そうはさせないよ！　出でてお行いき！」

　鳥とりは、かん高だかい声こえを上あげると、大おおきくはばたいて舞まい上あがった。

　強つよい風かぜが起おきた。カービィもワドルディも、思おもわずよろめいてしまうくらい。

　風かぜを受うけて、卵たまごがグラッとゆれた。

　鳥とりはあわてて、はばたきをやめたが、遅おそかった。

　卵たまごは、祭さい壇だんから転ころがり落おちてしまった。

「うわあああっ！」

「たいへん！」

　カービィは急いそいで祭さい壇だんから飛とび下おり、ワドルディは悲ひ鳴めいを上あげて走はしり寄よった。

　二人ふたり同どう時じに手てを伸のばし、卵たまごをみごとキャッチ！

　夢む中ちゅうだったため、おたがいの頭あたまをぶつけ合あってしまったが、そんなことはなんでもない。

「助たすかった！」

「良よかったぁ！」

　カービィとワドルディは、二人ふたりで卵たまごをかかえて、鳥とりを見み上あげた。

　鳥とりは翼つばさをたたんで、大おおきなため息いきをついた。

「ああ、私わたしったらなんてことを……！」

「卵たまご、無ぶ事じだよ。良よかった！」

「……あなたたち」

　鳥とりは、首くびをかしげて二人ふたりを見み下おろした。

「坊ぼうやを助たすけてくれるなんて……この間あいだのやつらの仲なか間まじゃなかったの？」

「この間あいだのやつらなんて、知しらないよ。ぼくら、今日きょう初はじめて遊あそびに来きたんだ」

「……そう」

　鳥とりは、二人ふたりに頭あたまを下さげた。

「ごめんなさい。てっきり、あいつらの仲なか間まだと思おもって、ひどいことを言いってしまったけど……そうじゃなかったのね。坊ぼうやを助たすけてくれて、ありがとう」

「この間あいだのやつらって、だれ？」

「坊ぼうやをねらう、悪あく党とう一いち味みよ」

　鳥とりは、また、けわしい顔かおになった。

「私わたしが食たべ物ものを取とりに行いったすきに、あやしい三人にん組ぐみが忍しのびこんで、坊ぼうやをさらおうとしたの。なんとか撃げき退たいしたけど、きっとまた来くるにちがいない。そう思おもって、鉄てつカゴをしかけておいたのよ」

「坊ぼうやって、この卵たまごのこと？」

「そう。かわいい坊ぼうやをねらうなんて、ひどい悪あく党とうでしょ！」

「う……う、うん」

　カービィは、自じ分ぶんも卵たまごを持もち帰かえろうとしていたことを思おもい出だし、そわそわして話わ題だいをそらせた。

「そいつらは、どうして卵たまごをねらってるの？」

「もちろん、お金かねのためよ。私わたしたちの種しゅ族ぞくは、アクティブレイドっていって、昔むかしは仲なか間まがたくさんいたのよ。でも、今いまでは数かずが減へってしまって、貴き重ちょうだといわれているの。卵たまごやヒナは高たかく売うれるから、こっそり盗ぬすもうとする悪あく党とうがあとを絶たたないのよ」

「ひどいやつらだね！　その足あしのケガは、そいつらにやられたの？」

「いいえ。やつらを撃げき退たいするのに夢む中ちゅうになって、うっかりワナにさわってしまったのよ。落おちてきた大おお岩いわに当あたって、くじいてしまったってわけ。この神しん殿でんには危き険けんなワナがたくさんあるからね」

「そうなの？」

「ひょっとして、あなたたち、この神しん殿でんがどんな場ば所しょだか知しらないの？」

「うん。遊あそびに来きて、たまたま見みつけただけだもん」

「のんきねえ」

　アクティブレイドは、あきれたように言いった。

「この神しん殿でんは、大おお昔むかしに建たてられたものなの。私わたしもくわしいことは知しらないけど、魔ま人じんワムバムガイアっていう、恐おそろしい石せき像ぞうをまつっているそうよ」

「ワムバム……ガイア……？」

「そう。その力ちからはとても強きょう力りょくで、悪あく用ようされたらたいへんなことになるの。だから、侵しん入にゅう者しゃを撃げき退たいするために、神しん殿でんの中なかにはたくさんのワナがしかけられているのよ」

「あ、そういえば、落おとし穴あなに落おちそうになったよ。でも、すぐ脱だっ出しゅつできた！」

「落おとし穴あなだけじゃないわ。ヤリが飛とんできたり、熱ねっ湯とうがふき出だしてきたり、恐おそろしいワナがたくさんしかけられてるんだけど……大だい丈じょう夫ぶだった？」

「そんなの、なかったよ」

「……ということは……」

　アクティブレイドは、急きゅうに真しん剣けんな目めをして、カービィを見みつめた。

「あなたたちは、すべて正ただしい通つう路ろを通とおってきたのね。分わかれ道みちで間ま違ちがえたら、危き険けんなワナに引ひっかかったはずだもの」

「カービィは、カンがいいから」

　ワドルディが言いったが、アクティブレイドは首くびをふった。

「いいえ、カンじゃないわ」

「え？」

「カービィ。あなたには、どうやら、特とく別べつな力ちからがそなわってるみたいね。その、炎ほのおの冠かんむりもそうだけど……」

「これ？　これは、『ファイア』のコピー能のう力りょくだよ。コピーのもとがたくさん集あつまってる部へ屋やがあったから……」

「コピーのもとは、だれにでも利り用ようできるものではないわ。あなたって、見みかけによらず……」

　アクティブレイドは深しん刻こくな顔かおで何なにか言いいかけたが、ハッとして息いきをのんだ。

　物もの音おとが聞きこえてきた。

　足あし音おとだ。何なにかが、広ひろ間まに近ちかづいてくる。

　アクティブレイドは、緊きん張ちょうした声こえでささやいた。

「来きた……あいつらだわ」

「卵たまごどろぼう……？」

「そうよ！　気きをつけて！」

　アクティブレイドが翼つばさを広ひろげて身み構がまえると同どう時じに、広ひろ間まの入いり口ぐちのところに、問もん題だいの三人にん組ぐみが姿すがたをあらわした。

　一人ひとりは、ハンマーをかかえ、左ひだり目めに眼がん帯たいをした巨きょ漢かん。

　そのとなりはからだが小ちいさく、サングラスと赤あかいスカーフを身みにつけている。

　三人にん目めは、ＵＦＯユーフォーのようなマシンに乗のりこんでいて、姿すがたがわかりにくかった。

「──あー！」

　カービィは、思おもわず声こえを上あげた。

「ドロッチェ団だんじゃないか──!?」
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「ん……？　その声こえは？」

「カ、カービィ!?」

　三人にん組ぐみは、たじろいだ。

　アクティブレイドが、うたがわしそうにたずねた。

「やつらを知しってるの？　あなたたちの知しり合あい？」

　ワドルディが答こたえた。

「知しり合あいってわけじゃないけど、知しってます。あいつら、ドロッチェ団だんっていう盗とう賊ぞくです！」

　そう、この三人にん組ぐみは、宇う宙ちゅうをまたにかける盗とう賊ぞく一いち味み、ドロッチェ団だんの面めん々めんだった。

　眼がん帯たいの巨きょ漢かんはストロン、赤あかいスカーフはスピン、マシンに乗のりこんでいるのはドクという。ただ、団だん長ちょうのドロッチェの姿すがたはないようだ。

　スピンが叫さけんだ。

「カービィ……おまえもお宝たからをねらってたのか！　ここは、譲ゆずれないぜ！」

「どろぼうって、おまえたちのことだったのか！　絶ぜっ対たいに渡わたさないぞ！」

「なら、力ちからずくでいただくぜ！」

　叫さけぶが早はやいか、スピンは飛とび上あがって、手しゅ裏り剣けんを投なげてきた。

　カービィはすばやくよけながら、アクティブレイドに向むかって叫さけんだ。

「卵たまごを守まもってて！　あいつら、ぼくが追おい払はらうからね！」

「え、ええ……でも、あなた一人ひとりでは……」

　不ふ安あんげなアクティブレイドに、ワドルディが言いった。

「大だい丈じょう夫ぶ、カービィは強つよいから！」

「でも、あいつらも手てごわいのよ……」

　アクティブレイドは卵たまごを守まもりながら、心しん配ぱいそうにカービィを見みつめている。

　カービィは三人にん組ぐみに走はしり寄より、両りょう手てを広ひろげた。

「ここは通とおさないぞ！　おまえたちには、絶ぜっ対たいに渡わたさない！」

「邪じゃ魔まだ、カービィ」

　ストロンが、思おもいっきりハンマーを振ふり下おろした。

　カービィは身み軽がるによけて、火ひの球たまをはいた。
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「むぅ、あつい……」

　火ひの粉こを浴あびたストロンは、低ひくくうめきながらハンマーを放ほうり出だした。

　マシンに乗のったドクが進すすみ出でてきた。

「そんな火ひの球たまぐらい、なんでもないぞ。食くらえ、カービィ！」

　ＵＦＯユーフォー形がたのマシンは、高こう速そくで回かい転てんし始はじめた。

　カービィめがけて、突つっこんでくる！

　カービィはひるまず、ゴォォォッと火か炎えんを噴ふき出だした。

　さっきの火ひの球たまとは比くらべものにならない、高こう熱ねつの炎ほのおだった。ドクは悲ひ鳴めいを上あげた。

「な、何なにをする！　ワシのスペシャルマシンがこわれてしまうではないか！」

「くっ……カービィめ……」

　スピンがうめいた。首くびに巻まいたスカーフを押おさえながら、にくにくしげに叫さけんだ。

「オレの大だい事じなスカーフを焼やかさせるわけにはいかないぜ！　今日きょうのところは、見み逃のがしてやる！」

「覚おぼえておれ！」

　三人にん組ぐみはくるっと向むきを変かえると、逃にげ出だして行いった。

　アクティブレイドは、ほっとしたように言いった。

「助たすかったわ。ありがとう、カービィ。あなた、ほんとうに強つよいのねえ」

「あいつら、今こん度どは団だん長ちょうのドロッチェを連つれてくるかもしれないよ。ドロッチェは手てごわいから、心しん配ぱいだね……」

「カービィ」

　アクティブレイドは、あらたまった表ひょう情じょうでカービィを見みた。

「あなたに、お願ねがいがあるの」

「なに？」

「私わたしの坊ぼうやを、守まもってくれないかしら？」

「え？　ぼくが、卵たまごを？」

「ええ。私わたしのこの足あしのケガのことなんだけど……」

　アクティブレイドは、傷きずついた足あしを静しずかに動うごかした。

「故こ郷きょうに戻もどって温おん泉せんにつかれば、すぐに良よくなると思おもうの。それはわかっているんだけど、坊ぼうやを置おいてはいけないから、あきらめてたのよ。でも、あなたなら信しん頼らいできるわ。私わたしがケガを治なおして戻もどってくるまで、この坊ぼうやを守まもってはくれないかしら……」

「いいよ！」

　カービィは、元げん気きに飛とびはねて答こたえた。

「ぼくとワドルディがいれば、ドロッチェ団だんなんか怖こわくないよ！　早はやく、ケガを治なおしておいでよ」

「ありがとう、カービィ」

「あの、卵たまごをデデデ城じょうに運はこんでもいいですか？」

　ワドルディがたずねた。

「ぼく、ここにずっといることはできないんです。大だい王おう様さまが待まってるから。だから、卵たまごを持もって帰かえってもいいですか？」

「それは少すこし心しん配ぱいねえ。この神しん殿でんはワナだらけだけど、だからこそ安あん全ぜんなの。悪あく人にんはワナを恐おそれて、近ちかづかないからね。まあ、中なかにはあの三人にん組ぐみやあなたたちみたいな、怖こわいもの知しらずもいるけど……」

「デデデ城じょうは、この神しん殿でんにも負まけないくらい安あん全ぜんです！　大おおきなお城しろだし、ものすごく強つよい大だい王おう様さまもいますから！」

「大だい王おう様さまねえ……信しん用ようできるのかしら……」

　アクティブレイドは少すこし迷まよったが、うなずいた。

「いいわ、あなたたちにまかせる。私わたしは、十とお日か後ごに帰かえってくるわ。十とお日か後ご、またこの神しん殿でんで会あいましょう」

「うん！」

「そのクッションもいっしょに持もって行いってね。坊ぼうやを必かならず、その上うえに載のせておいて」

　アクティブレイドは、卵たまごを載のせたクッションを翼つばさで示しめした。

「それは、私わたしの羽う毛もうを抜ぬいて作つくったクッションなの。とてもやわらかくて、どんな衝しょう撃げきからも坊ぼうやを守まもってくれるのよ」

「うん、わかった」

「では、行いきましょう。デデデ城じょうまで、私わたしが送おくり届とどけてあげる」

　カービィとワドルディは、やわらかな羽う毛もうのクッションに卵たまごを載のせ、抱だきつくようにしてしっかり守まもった。

　アクティブレイドは、カービィたちを背せに乗のせると、足あしをかばいながらふわりと舞まい上あがった。くずれた天てん井じょうを突つき抜ぬけて、一いっ気きに大おお空ぞらへ。

「デデデ城じょうは、どちらの方ほう角がく？」

「おひさまが沈しずんでいくほうだよ！」

「了りょう解かいよ。しっかりつかまっててね」

　空そらはもう、一いち日にちの終おわりの茜あかね色いろに染そまっていた。その空そらを、アクティブレイドはゆうゆうと飛とんでいく。森もりも川かわも、おもちゃみたいに小ちいさく見みえて、カービィとワドルディは何なん度ども歓かん声せいを上あげた。

　デデデ城じょうまではかなりの距きょ離りがあったのに、あっという間まに到とう着ちゃくしてしまった。

　カービィとワドルディをおろすと、アクティブレイドはなごり惜おしそうに言いった。

「では、私わたしは行いくわ。十とお日か間かん、坊ぼうやをお願ねがいね」

「まかせて！　心しん配ぱいいらないよ」

「信しんじてるわ」

　アクティブレイドは力ちから強づよくはばたくと、再ふたたび舞まい上あがった。

　空そらにはもう、いくつかの星ほしがまたたき始はじめていた。

　紫むらさき色いろの空そらのかなたへ、吸すいこまれるように小ちいさくなっていくアクティブレイドを、カービィとワドルディは手てを振ふって見み送おくった。




　カービィたちは、もちろん気きづいていなかったが──。

　ドロッチェ団だんの三人にん組ぐみは、物ものかげにかくれて、アクティブレイドが飛とび立たつのを目もく撃げきしていた。

「ちっ……あいつら、お宝たからをどこへ運はこぶ気きだ？」

　スピンが、舌した打うちをした。ドクが、ヒゲをピクッと動うごかして答こたえた。

「やはり、デデデ城じょうじゃろう」

「せっかく神しん殿でんに何なん度ども忍しのびこんで、ワナの位い置ちを覚おぼえたっていうのに……」

　三人にんは、恐おそろしいワナに苦くるしめられた日ひ々びを思おもい出だして、じわっと涙なみだぐんだ。

「オレたちの苦く労ろうが水みずのあわだぜ……」

「いや、あきらめるわけにはいかんぞ。団だん長ちょうに報ほう告こくじゃ！」

　三人にんは顔かおを見み合あわせ、うなずいた。
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「おそーいっ！　こんな時じ間かんまで、どこで遊あそんでたんだ、ワドルディ！」

　デデデ城じょうに帰かえった二人ふたりを待まっていたのは、予よ想そうどおり、空くう気きがビリビリするほどの大おお声ごえだった。

　声こえの主ぬしはもちろん、このデデデ城じょうの主ぬし、デデデ大だい王おう。

　大だい王おうが飛とび上あがって足あしをふみ鳴ならすと、デデデ城じょうが地じ震しんのようにゆれた。

「ご、ごめんなさい、大だい王おう様さま！」

　ワドルディは転ころがるように大だい王おうの前まえに進すすみ出でて、ひれふした。

「つい、時じ間かんを忘わすれてしまって……」

「何なん時じだと思おもってる！　オレ様さまは腹はらがペコペコだ！」

「すぐに、夕ゆう食しょくを作つくります！　大だい王おう様さまが大だい好すきなハンバーグを……」

「ばかもん！　ハンバーグなら、さっきコックカワサキのレストランで食たべたばかりだわい！」

「え……？　でも、おなかがペコペコって……」

「あんまり腹はらが減へったから、本ほん日じつ一回かい目めの夕ゆう食しょくを食たべに行いったんだ！　二回かい目めは、カップラーメンでがまんしたがな！」

「じゃ、じゃあ、ぼくが作つくるのは……」

「三回かい目めの夕ゆう食しょくに決きまってるだろうがっ！　オレ様さまは腹はらが減へってるんだ！　さっさと作つくれ！」

「は、はいっ！」

　そのとき大だい王おうはようやく、カービィに気きがついた。

　たちまち、大だい王おうの目めがつり上あがる。

「カービィィ──！　何なにをしにきた!?」
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「ぼくは……」

　卵たまごを運はこんできただけだよ、と言いい返かえそうとしたカービィだが、デデデ大だい王おうの大おお声ごえがそれをさえぎった。

「さては、デデデ城じょうの食しょく料りょう庫こを襲しゅう撃げきする気きだな!?　そうはさせんぞ！」

「ぼく、そんなこと……！」

「帰かえれ帰かえれ！　おまえに食くわせる料りょう理りはないからな！」

「なんでなの、ケチ！　ちょっとぐらい食たべさせてくれたっていいじゃない！」

「いかん！　おまえみたいな食くい意い地じのかたまりに食くわせたら、あっという間まに食しょく料りょう庫こがからっぽになってしまうわい！」

「いじわる！　ぼくはあきらめないぞ！　ぜったいに、ワドルディの作つくる夕ゆうごはんを食たべてみせるからね！」

　カービィは飛とび上あがり、デデデ大だい王おうとにらみ合あった。

「……カービィ、カービィ」

　ワドルディが、遠えん慮りょがちに声こえをかけた。

「ちがうでしょ。ごはん食たべにきたんじゃないでしょ」

「え？　あ、そうだった！」

　カービィは、やっと目もく的てきを思おもい出だした。

　デデデ大だい王おうもようやく、カービィとワドルディが運はこんできた卵たまごに気きがついた。

　たちまち、大だい王おうの目めの色いろが変かわった。

「おおっ!?　なんて大おおきくて、うまそうな卵たまごなんだ！　そうか、ワドルディ。おまえはこの卵たまごを取とりに行いっていて、帰かえりが遅おそくなったんだな？」

「い、いえ……」

「でかした！　さあ、その卵たまごを使つかって、さっそく夕ゆうごはんを作つくるんだ。オムレツがいいかな、それとも卵たまご焼やきか……」

　デデデ大だい王おうは、ぺろりと舌したなめずりをした。

　カービィが言いった。

「この卵たまごは食たべられないよ！」

「む？　なんだと？　きさま、一人ひとり占じめする気きか!?」

「ちがうよ！　これは食たべ物ものじゃないんだ。ぼくたち、卵たまごを守まもりたいんだ」

「守まもる……だと？」

「うん！　この卵たまごはね……」

　カービィとワドルディは、デデデ大だい王おうに今日きょうのできごとをくわしく話はなした。もちろん、二人ふたりが仲なか良よく遊あそんでいたことは内ない緒しょにしながら。

　話はなしを聞きくうちに、デデデ大だい王おうの表ひょう情じょうが変かわってきた。

「うーむ……それで、卵たまごを預あずかってきたというわけか」

「うん。お母かあさん鳥どりが帰かえってくるまで、大だい事じに守まもるって約やく束そくしたんだ」

　大だい王おうは腕うでを組くみ、ブツブツとつぶやいた。

「そんな大おおきな鳥とりで……しかもめずらしい種しゅ族ぞくか……そいつは、ひょっとすると……」

「え？　何なに？」

「いや、なんでもない。そいつは、なんという名な前まえだった？」

「名な前まえ？　えーと……たしか……」

　カービィは考かんがえこんだ。聞きいた覚おぼえはあるけれど、思おもい出だせない。

「ちょっと長ながい名な前まえだったっけ……たしか……何なんとかブレ……ブレ……？」

　ワドルディが言いった。

「ブレイド……じゃなかったっけなあ？　なんとかブレイド……」

「……やはり、そうか」

　デデデ大だい王おうの目めが、にんまりと細ほそめられた。

「念ねんのため聞きくが、その鳥とりはとても大おおきくて、見み事ごとなトサカがあって、目めがギョロッとしてて、くちばしと爪つめがするどいんだな？」

「そうだよ」

　デデデ大だい王おうは、何なにやらうれしそうにニタッとした。

「よし、決きめた！　その卵たまごを守まもるぞ！」

「え？」

「ドロッチェ団だんなどに渡わたしてなるものか！　このデデデ大だい王おう様さまがいる限かぎり、どろぼうの好すき勝かっ手てにはさせんわい！」

　たのもしい言こと葉ばを聞きいて、カービィとワドルディは喜よろこんだ。

「わあ、さすがです、大だい王おう様さま！」

「ありがとう、デデデ大だい王おう！」

「良よかったね、カービィ！」

「うん！　みんなで卵たまごを守まもろうね！」

　カービィとワドルディは、思おもわず手てを取とり合あってはね回まわった。

　とたんに、デデデ大だい王おうのかみなりが落おちる。

「ワドルディ！　おまえ、なんでカービィなんかと仲なか良よくしてるんだ!?」

「えっ……あ……」

「おまえ、まさかオレ様さまの目めを盗ぬすんでカービィと遊あそんでたんじゃないだろうな？」

　デデデ大だい王おうは、うたがわしそうな目めでワドルディを見みた。

　ワドルディは、あわてて両りょう手てを振ふった。

「ま、まさか！　カービィと遊あそんだことなんて、一いっ回かいもありません！」

「そ、そうだよ。ワドルディのことなんて、知しらないっと！」

　カービィも調ちょう子しを合あわせる。

「本ほん当とうか？　それならどうして、いっしょに卵たまごを持もって帰かえってきたんだ？」

「こ、これは、その……。卵たまごを見みつけたのは、カービィなんです。ぼくは、たまたまお使つかいの途と中ちゅうで会あって、話はなしを聞きいただけで……」

　ワドルディは、しどろもどろに言いい訳わけをした。

　デデデ大だい王おうは、うたがわしげな顔かおをしながらも、一いち応おううなずいた。

「ま、いい。それはともかく……ワドルディ！」

「は、はい！」

「早はやく夕ゆう食しょくを作つくれ！　オレ様さまは腹はらぺこだと、何なん度ど言いわせるんだ！」

「はい──！」

　ワドルディは大おお急いそぎで台だい所どころに走はしった。

　カービィが大おお声ごえで言いった。

「ぼく、エビフライが食たべたいな～！　あとねー、クリームコロッケとポテトサラダとビーフシチューと……」

　デデデ大だい王おうは、両りょう手てを振ふり上あげて怒おこり出だした。

「何なにをずうずうしいことを言いっとるんだ！　おまえに食くわせる料りょう理りなんて、ないと言いっただろうがっ！」

「おなかペコペコじゃ、ドロッチェ団だんと戦たたかえないよ！　食たべさせてよ～！」

「だめだ！　この城しろの食しょく料りょうは、すべてオレ様さまのものだ！」

「ふん、ケチ！　いいよ、じゃあ、ぼく、お風ふ呂ろに入はいってこよっと」

「なんできさまが、オレ様さまの風ふ呂ろに、オレ様さまより先さきに入はいるんだあああ～!?」

　デデデ大だい王おうの絶ぜっ叫きょうが、城しろの外そとにまでひびきわたった。




「……すごい声こえだ」

　城しろの外そとの暗くらがりにうずくまった影かげが、そっとつぶやいた。

「頑がん丈じょうな城じょう壁へきを通とおして、ここまで聞きこえてくるとは。さすがだな、デデデ大だい王おう」

「カービィだけでも手てごわいのに、デデデ大だい王おうまで加くわわったとなると……やっかいですな、団だん長ちょう」

　ひそめた声こえでささやいたのは、マシンに乗のりこんだドクだった。

　そばには、スピンとストロンも控ひかえている。

　団だん長ちょうと呼よばれているのは、もちろんドロッチェだった。

　あざやかな盗ぬすみの手て口ぐちで有ゆう名めいな盗とう賊ぞくだが、その正しょう体たいはなぞにつつまれている。赤あかいシルクハットと赤あかいマントがトレードマークの、華か麗れいなる大おおどろぼうである。
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　赤あかいスカーフを首くびに巻まいたスピンが、鼻はなをこすりながら言いった。

「なぁに、団だん長ちょうさえいれば、こっちのもんです。今いますぐ乗のりこんで、お宝たからをうばっちまいましょうぜ！」

　ドロッチェはフッと笑わらい、シルクハットのつばを、手てに持もったステッキで軽かるく押おし上あげた。

「おちつけ、スピン。力ちからずくなんてやり方かたは、スマートじゃない」

「でも、団だん長ちょう……」

「オレたちは、宇う宙ちゅうをまたにかける大だい盗とう賊ぞく、ドロッチェ団だんだ。お宝たからは、闇やみにまぎれてスマートにいただく。強ごう盗とうみたいなマネはしない」

「……はい！」

　部ぶ下かたちは、尊そん敬けいのまなざしで団だん長ちょうを見みつめた。

　そう、ドロッチェの盗ぬすみは、いつだってスマートそのもの。どんな警けい備びも軽かる々がると突とっ破ぱするが、だれかを傷きずつけることはぜったいにない。

「やつらが寝ね静しずまるのを待まつんだ。そよ風かぜのように静しずかに侵しん入にゅうし、やつらの眠ねむりを破やぶらずに、お宝たからをいただいて去さる。これがドロッチェ団だんのやり方かただ」

　ドロッチェがそう言いい切きった時とき、城しろの中なかから小ちいさな生いき物ものがたくさん走はしり出でてきた。

　おだんごのような丸まるいからだに、大おおきな耳みみ。

　ドロッチェ団だんの戦せん闘とう員いん、チューリンだ。
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　チューリンたちは、ドロッチェにも数かずがわからないくらいたくさんいて、みんな同おなじような姿すがたをしている。小ちいさくて力ちからは弱よわいけれど、すばしっこく、どこにでも入はいりこめる。ドロッチェにとっては、スピンたちと同おなじく頼たよりになる部ぶ下かだ。

「チュー！」

「チュチュ！　チュー！」

　チューリンたちは、口くち々ぐちに報ほう告こくした。

　ドロッチェはうなずいた。

「思おもったとおり。お宝たからは、ワドルディの部へ屋やに運はこびこまれたそうだ」

「チュー！」

「なるほど。ワドルディの部へ屋やは、二階かいのいちばん東ひがしか……あの窓まどだな」

　ドロッチェは、そびえ立たつデデデ城じょうを見み上あげた。

「やつらが寝ね静しずまるのを待まって、あの窓まどから侵しん入にゅうする。いいな、そよ風かぜのように静しずかに、すばやくだぞ」

「しかし、団だん長ちょう」

　ドクが言いった。

「もしも、カービィやデデデ大だい王おうが目めをさましてしまったら、どうしますか？　戦たたかわないわけには、いきませんぞ」

「その時ときは、その時とき」

　ドロッチェは力ちから強づよく言いった。

「やつらが攻こう撃げきしてきたら、もちろん受うけて立たつ。ただし──」

　ドロッチェは、部ぶ下かたちを見みた。

「どんなに激はげしい戦たたかいになっても、卵たまごをぜったいに割わらないよう、気きをつけろよ」

「もちろんです、団だん長ちょう！」

　三人にんは声こえをそろえた。

　ドロッチェは満まん足ぞくげにうなずくと、夜よ空ぞらを見み上あげてつぶやいた。

「カービィとデデデ大だい王おうは、たしかに手てごわい。こんな時とき、ヤツが来きてくれれば、百ひゃく人にん力りきなんだが。遅おそいな……何なにをしているんだ？」
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　その晩ばん、カービィはワドルディの部へ屋やでいっしょに寝ねることにした。

　二人ふたりとも、はしゃぎ回まわってしまい、なかなか寝ねつけなかった。

「楽たのしいねー、お泊とまりって！」

「うん！」

「えーいっ！」

　カービィは、ワドルディに枕まくらをぶつけた。

「あ、やったな！」

「へへ！」

「えいっ！」

　ワドルディも、枕まくらを投なげ返かえす。

　カービィは、よけた拍ひょう子しに、ベッドから転ころがり落おちてしまった。

　ベッドの下したには──大だい事じな卵たまごが置おかれている。

　ワドルディは悲ひ鳴めいを上あげた。

「わあああっ！　ごめん、たいへん！」

「だいじょーぶ！」

　カービィは空くう中ちゅうでくるっと一回かい転てんし、卵たまごをよけて着ちゃく地ちした。

　ワドルディは、ほーっと胸むねをなで下おろした。

「良よかったぁ……ハラハラしちゃった」

「だいじょーぶだよ」

　二人ふたりは卵たまごをのぞきこんだ。

　卵たまごは、羽う毛もうで作つくったふかふかのクッションに、ひもで縛しばりつけてある。落おちないようにと、二人ふたりで工く夫ふうしたのだ。

　卵たまごは真まっ白しろで、すべすべしていて、とてもきれいだった。

「この中なかに、ヒナがいるんだねえ」

「眠ねむってるんだよ、きっと」

「こんなかわいい卵たまごを盗ぬすんで、売うり飛とばそうなんて！　ぜったいにゆるせないよ！」

「うん。しっかり守まもろうね」

　二人ふたりはうなずき合あい、ベッドにもぐりこんだ。

　ワドルディが、心しん配ぱいそうに言いった。

「あいつら、夜よ中なかに襲おそってきたりしないかな？」

「だいじょーぶ。警けい報ほう装そう置ちをしかけてあるし！」

「でも、あいつら悪わるがしこいからなあ。あんな装そう置ちで、平へい気きかなあ」

「……だいじょーぶ」

「ぼく、いろんなウワサを聞きいたよ。ドロッチェ団だんは、どんなお宝たからだって、ぜったいに盗ぬすみ出だしちゃうんだって」

「……」

「どれほど厳げん重じゅうに警けい戒かいしていても防ふせげないんだって。怖こわいなあ……」

「……」

「カービィ？　どうしたの、だまりこんじゃって。何なにか作さく戦せんを考かんがえてるの……？」

　ワドルディは耳みみをすませてみた。

　聞きこえてきたのは、カービィののんきな寝ね息いきだった。

「すー……すー……すー……」

「……カービィ……もう寝ねちゃったの……」

　なんだか、心しん配ぱいしていた自じ分ぶんがばかばかしくなってきて、ワドルディはゴロンと寝ね返がえりをうった。

（大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ。カービィも、デデデ大だい王おう様さまもいるんだから。ドロッチェ団だんなんか、怖こわくないよ）

　すっかり安あん心しんして、ワドルディも眠ねむりについた。




　夜よるは静しずかにふけていった。

　真ま夜よ中なかをすぎて、月つきが大おおきく西にしにかたむいたころ──。

　地ち上じょうからデデデ城じょうのバルコニーめがけて、ひゅっと何なにかが飛とんだ。

　かぎづめのついた、長ながいロープだ。

　かぎづめは、バルコニーの柵さくにうまく引ひっかかった。

　三つの影かげが、ピンと張はられたロープを伝つたってすばやく動うごき出だした。

　ドロッチェ、スピン、ストロンだ。マシンに乗のりこんだドクは、地ち上じょうに残のこって見み張はり役やくをしている。

　ロープを伝つたって上のぼるのはむずかしいが、三人にんとも慣なれたもの。あっという間まに、バルコニーにたどり着ついた。

　ドロッチェは耳みみをすませて、室しつ内ないの様よう子すをうかがった。

　かすかに聞きこえてくるのは、カービィとワドルディの寝ね息いきだけ。二人ふたりとも、スヤスヤと眠ねむっているようだ。

　ドロッチェは部ぶ下かたちに目めで合あい図ずをし、ポケットから細ほそい針はり金がねを取とり出だした。

　針はり金がねを窓まどの鍵かぎ穴あなに差さしこみ、音おともなく鍵かぎをはずしてしまう。わずか三秒びょうほどの早はやわざだった。

　ドロッチェはそっと窓まどを開あけた。

　部へ屋やにすべりこんだのは、ドロッチェとスピン。からだが大おおきすぎるストロンは、静しずかに行こう動どうするのが苦にが手てなので、バルコニーに残のこっている。彼かれがついてきたのは、戦せん闘とうになった時ときのための用よう心じんだった。

（──あったぞ）

　ドロッチェは、目めくばせでスピンに伝つたえた。

　卵たまごとクッションは、ベッドのわきに置おかれている。ドロッチェとスピンは、忍しのび足あしで近ちかづいた。

　カービィとワドルディは、昼ひる間まの疲つかれで、ぐっすりと眠ねむりこんだまま。

（──よし）

　ドロッチェとスピンはうなずき合あい、二人ふたりがかりで、羽う毛もうのクッションごと卵たまごを持もち上あげようと──。

　その時ときだった。

　ガラガラガラ──ッと、大おおきな音おとがした。

　クッションに、細ほそい糸いとが結むすび付つけられていた。

　糸いとの先さきは、空あき缶かんや石いしころで作つくった警けい報ほう装そう置ちにつながっている。

　カービィとワドルディが、二人ふたりで工く夫ふうしてしかけておいたのだ。

　ドロッチェの顔かおがひきつった。

「しまった……！」

「ん……？」

　ワドルディが、目めをこすりながら起おき上あがった。

　驚おどろきのあまり硬こう直ちょくしているドロッチェ団だんの二人ふたりと、ばっちり目めが合あってしまった。

　たちまち、ワドルディの眠ねむ気けは吹ふき飛とんだ。

「わ……わわわああ！　出でた、ドロッチェ団だんだ──！」
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　ワドルディの悲ひ鳴めいがひびきわたる。

　カービィが、寝ねぼけた顔かおでからだを起おこした。

「んー？　どうしたの、ワドルディ……ドロップ……？　どこどこ？　食たべたい……」

「カ、カービィ！　ドロッチェ団だんだよ！　ドロッチェ団だんの襲しゅう撃げきだよ──！」

「トロロ……？　うん、ぼく、トロロ好すき……ねぎトロ巻まきも好すき……」

「起おきてよー、カービィ！」

　ワドルディがゆさぶっても、カービィは寝ねぼけっぱなし。

　そのすきに、ドロッチェは気きをとり直なおしていた。

「行いくぞ、スピン！」

「だ、団だん長ちょう！」

　ドロッチェは警けい報ほう装そう置ちの糸いとを引ひきちぎると、サッとマントをひるがえした。

　卵たまごとクッションをかかえて、窓まどから飛とび出だしていく。

　スピンも、急いそいであとに続つづいた。

「待まて──！」

　ワドルディが大おお声ごえを上あげた。

　ようやく、カービィは目めをさました。

「どうしたの、ワドルディ!?」

「たいへんだよ、カービィ！　ドロッチェ団だんが！」

「ドロッチェ団だん!?」

　カービィはふとんをはねのけ、ベッドから飛とび下おりた。

　その目めに映うつったのは、バルコニーから逃にげようとしているドロッチェとスピンの後うしろ姿すがた。

「待まて！」

　カービィは二人ふたりを追おいかけて、バルコニーにかけ寄よった。

　その前まえに立たちふさがったのは、巨きょ大だいなハンマーを手てにしたストロン。

「団だん長ちょうの邪じゃ魔まは、させない……」

「卵たまごを返かえせ──！」

「カービィ、おまえの相あい手てはオレだ……」

　ストロンはハンマーを振ふり上あげ、全ぜん力りょくをこめて打うち下おろした。

　カービィは、ピョンと身み軽がるに飛とびのいて、攻こう撃げきをかわした。

　神しん殿でんでのバトルは、『ファイア』の力ちからがあったから有ゆう利りに戦たたかえた。けれど、今いま、カービィはコピー能のう力りょくを持もっていない。

　今いまのカービィが使つかえる攻こう撃げきは、せいぜい、空くう気きを吸すいこんではき出だす「空くう気き弾だん」だけ。これでは、ストロンのような巨きょ漢かんには通つう用ようしない。

「覚かく悟ごしろ、カービィ……」

「やだ……！」

　再ふたたび襲おそいかかるハンマーの攻こう撃げきを、カービィがかろうじてかわした時とき。

「どけ、カービィ！　そいつは、オレ様さまが引ひき受うける！」

　怒ど鳴なり声ごえとともに、おどりこんできたのは、デデデ大だい王おうだった。

　ストロンのハンマーと同おなじくらい大おおきなハンマーを手てにしている。ぐっすり眠ねむっていた大だい王おうだが、警けい報ほう装そう置ちのガラガラという音おとを聞きいて飛とび起おき、かけつけてきたのだった。

　大だい王おうはストロンに飛とびかかった。

　二つのハンマーが、火ひ花ばなを散ちらしそうな勢いきおいでぶつかり合あう。

　力ちからくらべのようにハンマーを押おし付つけながら、二人ふたりはにらみ合あった。

　ストロンの声こえがふるえた。

「むぅ……バカぢからめ……」

「お互たがいさまだ！」

　二人ふたりとも顔かおを真まっ赤かにし、相あい手てを押おし返かえそうとする。

　デデデ大だい王おうは叫さけんだ。

「何なにしてる、カービィ！　おまえはドロッチェを追おいかけろ！」

「うん！　ありがとう、デデデ大だい王おう！」

　カービィは、大だい王おうとストロンのわきをすり抜ぬけて、バルコニーから飛とび降おりた。




　月げっ光こうが明あかるくかがやくプププランドの平へい原げん──。

　ドロッチェたちは、ドクが用よう意いしたマシンに乗のりこみ、一いち目もく散さんに逃にげていく。

「待まて～！　どろぼ～！」

　カービィは叫さけびながら、一いち味みを追おいかけた。

　ドロッチェたちは、あせっていた。

「もっとスピードが出でないのか、ドク!?」

「ど、どうしたんじゃ。超ちょう高こう速そくスピードで走はしれるように改かい造ぞうしたんじゃが……」

「改かい造ぞうする前まえのほうが明あきらかに速はやかったぞ……」

「団だん長ちょう、このままでは、追おいつかれます！」

　ふだんはのんきなカービィだが、本ほん気きを出だせばだれにも負まけない。

　今いま、カービィは卵たまごを取とり返かえすために必ひっ死しだった。ドクの改かい造ぞう失しっ敗ぱいマシンでは、とても逃にげ切きれない。

「待まてってば～！」

　間ま近ぢかまで追おいついたカービィは、思おもいっきり空くう気きを吸すいこみ、はき出だした。

　空くう気き弾だんが、マシンに叩たたきつけられた。

　もちろん、マシンを爆ばく破はするほどの威い力りょくはないけれど、バランスを崩くずすことはできた。

　マシンは大おおきくかたむいてバウンドし、大おお岩いわに激げき突とつした。

　ドロッチェたち一いち味みは、間かん一いっ髪ぱつ、マシンを脱だっ出しゅつしていた。

　はずみで、卵たまごが宙ちゅうに投なげ出だされた。

「あぶないっ！」

　カービィは卵たまごをめがけて飛とび上あがったが、ドロッチェのほうが一いっ瞬しゅん早はやかった。

　空くう中ちゅうで卵たまごをキャッチし、くるっと回まわって着ちゃく地ち。

「ふぅ……助たすかった」

　ドロッチェは、卵たまごが無ぶ事じなことを確かく認にんして、ため息いきをついた。

「返かえせ！」

　カービィは叫さけんで、ドロッチェに飛とびつこうとした。

　それをはばんだのは、スピンが投なげつけた手しゅ裏り剣けんだった。

　手しゅ裏り剣けんは、カービィの足あし元もとの地じ面めんに突つき刺ささった。

「お宝たからはいただくぜ、カービィ！」

「渡わたさないよ！」

　しかし、カービィには武ぶ器きがない。

　それに、味み方かたもいない。三対たい一では、いくらカービィでも勝かち目めはなさそう。

「ドク、スピン。あとは頼たのんだぞ」

　ドロッチェはマントをひるがえした。

「おまかせください、団だん長ちょう！」

「カービィ、オレたちが相あい手てだ！」

　二人ふたりに行ゆく手てをはばまれて、カービィは大おお声ごえを出だした。

「そこをどいて！　卵たまごを返かえせ！」

「返かえしてほしければ、オレたちを倒たおすんだな！」

「よぉし……！」

　武ぶ器きはないけれど、あきらめるわけにはいかない。せめて、空くう気き弾だんで戦たたかうしかない。

　カービィが覚かく悟ごを決きめて、息いきを吸すいこんだ時ときだった。

「うるさぁぁーい！」

　大おお声ごえがひびいたかと思おもうと、何なにかが走はしり寄よってきた。

　黄き緑みどり色いろで、水みずのしずくのような形かたちをした、小ちいさな生いき物ものだった。とんがった頭あたまの両りょうわきに、二つの黄き色いろい電でん気き球だまをくっつけている。

　カービィが叫さけんだ。

「あ、スパーキー！」

「うるさいよ、カービィ。今いま、何なん時じだと思おもってるの？　うちの前まえで大おおさわぎされて、目めがさめちゃったじゃないか！」
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　スパーキーはプププランドの住じゅう人にんの一人ひとり。姿すがたはかわいいが、意い外がいに短たん気きで、怒おこらせると怖こわい。スパーキーの頭あたまについている電でん気き球だまは、パチパチと音おとを立たてて、小ちいさなイナズマのような光ひかりを放はなっていた。ひどく怒おこっている証しょう拠こだ。

「スパーキーのおうち……？」

　カービィは振ふり返かえってみた。

　なるほど、小ちいさな家いえが建たっている。

「スパーキー、ここに住すんでるんだ……」

「そうだよ！　ひとんちの前まえで、夜よ中なかに大おおさわぎしないでよ！　せっかくいい夢ゆめをみてたのに……！」

　スパーキーはプンプン怒おこっているが、カービィは目めをかがやかせた。

「良よかった～！　ありがと、スパーキー！　ちょうどいいところに来きてくれて！」

「え？　ちょうどいい……って？」

「力ちからをかしてよ！」

　カービィは大おおきく口くちをあけた。

　これは、「吸すいこみ」の体たい勢せい。そう気きづいたスパーキーは、あわてふためいた。

「ま、まさかボクを吸すいこむ気き!?　やめろ、カービィ！」

「ちょっとだけ！　すぐ、元もと通どおりにするから！」

「や～め～ろ～！」

　スパーキーは必ひっ死しに抵てい抗こうしようとしたが、カービィの吸すいこみパワーにはかなわない。

　カービィはからだをそらせて、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

　スパーキーは宙ちゅうを飛とび、カービィに吸すいこまれてしまった。

　たちまち、カービィの頭あたまの上うえに、緑みどり色いろの火ひ花ばなのような冠かんむりがあらわれた。

　スパーキーから、『スパーク』をコピーしたのだ。

「これで、よし！　行いくぞ～！」

　カービィのからだが、電でん気きを帯おびて明あかるくかがやき始はじめた。

　あっけにとられていたドクとスピンは、やっと、われに返かえった。

「まずいぞ！」

「カービィめ……！」

　スピンが手しゅ裏り剣けんをかまえたが、もう遅おそい。コピー能のう力りょくさえあれば、カービィは無む敵てきだ。

「そーれ！」

　勇いさましい声こえとともに、スパーク炸さく裂れつ！
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　カービィのからだから飛とび散ちったイナズマが、ドクとスピンに命めい中ちゅうした。

　スピンはイナズマに直ちょく撃げきされて、ひっくり返かえった。感かん電でんしてしまったため、しばらく動うごけそうにない。

　ドクのマシンは、キュルキュルと奇き妙みょうな音おとを立たてて、デタラメに飛とび回まわり始はじめた。予よ想そう外がいの電でん気きが流ながれこんできたせいで、回かい路ろがショートしてしまったらしい。

「ひぃ！　なんてことじゃ！」

　ドクは必ひっ死しにマシンをコントロールしようとしたが、マシンの暴ぼう走そうは止とまらない。何なん度どもバウンドしながら、平へい原げんのかなたへ飛とび去さってしまった。

　部ぶ下かたちはやっつけた。残のこるは、団だん長ちょうのドロッチェ一人ひとり。

　カービィは、全ぜん速そく力りょくでドロッチェを追おいかけ始はじめた。




　卵たまごをかかえて全ぜん力りょく疾しっ走そうしていたドロッチェは、気け配はいを感かんじて振ふり返かえった。

「待まて～！　ドロッチェ！」

　カービィが、猛もうスピードで追おいかけてくる。

　ドロッチェはギョッとした。

「あいつ、もうスピンとドクを片かたづけたのか？　やるな……！」

　ドロッチェはスピードを上あげたが、本ほん気きのカービィにはかなわない。

「卵たまごを返かえせ～！」

　カービィが叫さけぶ。ドロッチェは振ふり返かえって、叫さけび返かえした。

「無む茶ちゃな攻こう撃げきはよせ！　卵たまごに……」

　卵たまごに当あたったらどうする気きだ、と言いいたかったのだが、遅おそかった。

　カービィは、ドロッチェの背せ中なかめがけて特とく大だいのイナズマを放はなった。

　ドロッチェはとっさにからだを丸まるめて、卵たまごを守まもった。

　特とく製せいのマントが衝しょう撃げきをやわらげてくれたが、それでもダメージは大おおきい。

「……うっ！」

　ビリビリと電でん気きが走はしり、ドロッチェはうずくまってしまった。

　カービィがかけ寄よって、卵たまごをうばい取とった。

　念ねん入いりに、たしかめてみる。卵たまごにはかすり傷きず一つなく、無ぶ事じだった。

「良よかったぁ……！」

「くっ……カー……ビィ……」

　ドロッチェは、うめき声ごえを上あげた。

　全ぜん身しんがしびれているので、うまく口くちをきくことができない。

　カービィはくるんと一回かい転てんして、『スパーク』の冠かんむりをはずした。

　冠かんむりはたちまち、スパーキーの姿すがたに戻もどった。

　スパーキーは、電でん気き球だまをピカピカさせて抗こう議ぎした。

「カービィ！　ひどいよ！　ボクの睡すい眠みんを邪じゃ魔ましたばかりか、吸すいこむなんて……！」

「ごめん、ごめん！　おかげで助たすかっちゃった。ありがとね、スパーキー！」

「ふん、すっかり目めがさえちゃったよ！　おやすみ、カービィ」

「おやすみなさ～い！」

　スパーキーは、電でん気き球だまをピカピカさせながら家いえに帰かえっていった。

　カービィは、ドロッチェを見み下おろした。

「しびれさせちゃって、ごめんね。しばらくじっとしていれば、治なおるから。じゃあね」

「待ま……て……」

「もう、卵たまごには手てを出ださないでよ。おやすみ、ドロッチェ」

　カービィは卵たまごをクッションごと大だい事じにかかえると、デデデ城じょうへと引ひき返かえしていった。




　スパーキーもカービィも去さったあと、残のこされたドロッチェは、ぼんやりとひとり言ごとを言いった。

「卵たまごでは……ないんだ……カービィ……」

　ドロッチェは立たち上あがろうとしたが、手て足あしのしびれはなかなか取とれず、力ちからが入はいらない。

　彼かれはあきらめて、たおれたまま休やすむことにした。

　あおむけにひっくり返かえって、しばらくじっとしていると──。

　夜よ空ぞらのかなたに、キラリと光ひかるものが見みえた。

「……」

　ドロッチェは、その光ひかりをじっと見みつめた。

　星ほしではない。光ひかりはしだいに強つよく、大おおきくなってくる。

「……やっと……来きたか」

　ドロッチェは目めをとじて、ふーっと長ながいため息いきをついた。
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　デデデ城じょうに戻もどったカービィを、ワドルディが飛とびついて出で迎むかえた。

「おかえり、カービィ！　無ぶ事じだったんだね！」

「うん！　このとおり、卵たまごを取とり返かえしたよ！」

「良よかった～！」

　カービィは、卵たまごをそっと床ゆかに置おいた。

　ワドルディは、卵たまごがほんとうに無ぶ事じなのかどうか、じっくり確たしかめた。

　カービィが言いった。

「卵たまごはだいじょーぶ。このクッションのおかげだよ」

　カービィは、羽う毛もうのクッションを指ゆびさした。

　クッションにしっかりしばりつけておいたおかげで、卵たまごには傷きず一つない。多た少しょうの衝しょう撃げきは、このクッションがやわらげてくれる。

「役やくに立たつね、このクッション」

「うん！　ちゃんと卵たまごを守まもってくれたんだ。さすが、お母かあさん鳥どりの羽は根ねで作つくったクッションだよ」

　カービィとワドルディは卵たまごからはなれて、ストロンに近ちかづいた。

　ストロンは、デデデ大だい王おうに敗やぶれて、しばり上あげられている。

　それでも、落おちこんだ様よう子すはない。プイッと横よこを向むいて、ふてぶてしい表ひょう情じょうをくずさなかった。

　デデデ大だい王おうが、ストロンをにらみつけて言いった。

「ドロッチェ団だんは、盗とう賊ぞくだが、卑ひ怯きょうなマネだけはしないと思おもっていた」

「……」

「だが、オレ様さまがまちがってたようだな。卵たまごを盗ぬすんで売うり飛とばそうなんて、断だんじて許ゆるせんぞ！」

「……」

　ストロンは、何なにを言いわれても、がんこにだまりこんでいる。

　そんなストロンに、大だい王おうは怒いかりをぶつけた。

「金かねに目めがくらんで、卑ひ怯きょうな盗ぬすみをするなんて。ドロッチェも、しょせんはただのコソドロだったんだな！」

「だまれ！」

　ストロンは、がまんならなくなったように叫さけんだ。

「団だん長ちょうは、コソドロなんかじゃない。団だん長ちょうは、卑ひ怯きょうなことなど、ぜったいにしない！」

「何なにを！　卵たまごを盗ぬすんで、売うり飛とばそうとしたくせに！」

「卵たまごじゃない……」

　ストロンが、何なにか言いいかけた時ときだった。

　バルコニーのほうで、カタリと小ちいさな物もの音おとがした。

　カービィたちは、バルコニーを見みた。

　開ひらいた窓まどから、入はいってきたのは──。

「あ、メタナイト!?」

　カービィはおどろいて叫さけんだ。
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　メタナイトは、顔かおを仮か面めんでかくした剣けん士しである。その正しょう体たいはなぞにつつまれており、カービィやデデデ大だい王おうも、彼かれの素す顔がおを見みたことは一いち度どもない。

　どこに住すんでいるのかもわからないメタナイトだが、時ときどき、ふらりとこのプププランドを訪おとずれる。その目もく的てきも、もちろん、なぞだ。

　デデデ大だい王おうが、ふしぎそうにたずねた。

「どうしたんだ、こんな時じ間かんに。しかも、窓まどから入はいってくるなんて、まるでドロッチェみたいだぞ」

「そのドロッチェに、たのまれてな」

　メタナイトは、静しずかに剣けんを抜ぬいた。

　カービィもワドルディも、もちろんデデデ大だい王おうも、目めを丸まるくした。

「メ……メタナイト!?　ど、どうした……!?」

「ストロンを返かえしてもらいたい」

「なんだって……!?」

　たじろぐカービィたちの目めの前まえで、メタナイトはすばやく剣けんをふるい、ストロンをしばっていたロープを切きった。

　デデデ大だい王おうが叫さけんだ。

「何なにをする、メタナイト!?」

「言いっただろう。ドロッチェにたのまれたのだ」

「きさま、ドロッチェに協きょう力りょくしているのか……!?」

「私わたしの用ようはすんだ。真ま夜よ中なかに、さわがせてすまなかった」

「すまなかったで、すむか！」

　デデデ大だい王おうは顔かおを真まっ赤かにして、怒おこりだした。

「ドロッチェがどんなやつか、わかってるのか!?」

「ああ、もちろん」

「卑ひ怯きょうなコソドロなんだぞ！　きさま、そんなやつに味み方かたをするのか!?」

「ドロッチェはコソドロではない」

　メタナイトは剣けんをおさめて言いった。ストロンは、すばやくバルコニーのほうへ逃にげ出だしている。

　カービィが言いった。

「メタナイト……どうして!?　ドロッチェにだまされてるんじゃ……!?」

「君きみたちのほうこそ、ドロッチェを誤ご解かいしているようだ。説せつ明めいを……」

「きさま！」

　デデデ大だい王おうは大おお声ごえを上あげ、床ゆかに転ころがしておいたハンマーを手てに取とった。

　メタナイトめがけて、打うち下おろす。メタナイトはふわりと飛とび下さがってよけた。

「話はなしを聞きけ、デデデ大だい王おう」

「話はなすことなんて、ない！　信しんじられん。きさまがコソドロに手てをかすなんて」

「誤ご解かいだというのに……」

「言いい訳わけなんて、見み苦ぐるしいぞ！」

　大だい王おうはハンマーを振ふり回まわした。

　メタナイトは、やれやれと言いいたげにため息いきをついた。

「何なにを言いっても、聞きいてもらえないようだな。では、しかたがない」

「メタナイト！」

「さらばだ」

　メタナイトはストロンとともに、バルコニーから飛とび出だしていった。

「待まて～！」

　デデデ大だい王おうが止とめようとしたが、間まに合あわない。

　ワドルディが、ぼうぜんとして言いった。

「どういうことでしょう……まさか、メタナイト様さまがどろぼうの味み方かたをするなんて……」

「ええい、あんなやつとは思おもわなかった！　見みそこなったわい！」

　デデデ大だい王おうは、腹はら立だちまぎれに飛とび上あがって、ハンマーを床ゆかに叩たたきつけた。床ゆかにメリメリとひびが入はいった。

　カービィが言いった。

「メタナイトがどろぼうの仲なか間まになるなんて、信しんじられないよ。きっと、何なにか理り由ゆうがあるんだよ……」

「どんな理り由ゆうがあるというんだ！」

「えーと……たとえば……」

　カービィは、一いっ生しょう懸けん命めいに考かんがえた。

　自じ分ぶんだったら、どうだろう？　もしも、カービィがドロッチェの味み方かたをするとしたら……その理り由ゆうは……。

「たとえば、ドロッチェからおいしいケーキをごちそうになったとか……そして、おかわりが欲ほしかったら味み方かたになれって言いわれたとか……」

　カービィの頭あたまの中なかに、山やま盛もりのフルーツがのったタルトがポッと思おもい浮うかんだ。

　あまいシロップのかかったイチゴやブルーベリー、キウイ、パイナップル……サクサクのタルト生き地じに、まろやかなカスタードクリーム……。

　カービィは、思おもわずよだれをたらしそうになった。

「うわああああ！　ぼく、ドロッチェの味み方かたになるー！　今いますぐドロッチェ団だんに入はいってくるー！」

「お、おちついて、カービィ！」

　ワドルディが、バルコニーに飛とび出だそうとするカービィをつかまえた。
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　デデデ大だい王おうが言いった。

「おまえじゃあるまいし、メタナイトがケーキなんかにつられるものか。もっと他ほかの理り由ゆうがあるにちがいない」

「他ほかの理り由ゆう……」

　ワドルディが言いった。

「ひょっとしたら、メタナイト様さまは、おどされているんじゃないでしょうか」

「おどし……だと？」

「はい。ドロッチェに弱よわみをにぎられているとか」

「うーむ……」

　デデデ大だい王おうは腕うで組ぐみをした。

「メタナイトの弱よわみか……そんなもの、あるんだろうか」

「えーと……たとえば……実じつは、ものすごく音おん痴ちだとか……」

　ワドルディは思おもいついたことを口くちにしてみたが、デデデ大だい王おうは首くびを振ふった。

「そんなくだらんことが、弱よわみになるもんか。カービィを見みてみろ。宇う宙ちゅう一いちの音おん痴ちのくせに、ちっとも苦くにしてないぞ」

「ぼくは音おん痴ちじゃないよ！」

　カービィは気きを悪わるくして、抗こう議ぎした。

「デデデ大だい王おうには、ぼくの歌うたの良よさがわからないだけだよ！　いい、歌うたってあげるから、ちゃんと聞きいててよ……」

「歌うたうなっ！」

　デデデ大だい王おうはカービィをどやしつけて、ワドルディを見みた。

「もっと他ほかにないか？　やつの弱よわみになりそうなことが」

「……えーと……えーと……実じつは、仮か面めんを取とるとすごくヘンな顔かおだとか……」

「メタナイトが、素す顔がおを見みられるようなヘマをするとは思おもえん」

「……そうですね。うーん……」

　考かんがえこんだワドルディにかわって、カービィが叫さけんだ。

「実じつは、一か月げつに一度どしかお風ふ呂ろに入はいらないとか！」

「……ないな」

「実じつは、ものすごく食くいしんぼうだとか！」

「おまえが言いうな」

「実じつは、女おんなの子こだとか──！」

「そんなわけがあるか──！　まじめに考かんがえろ！」

「うーん」

　三人にんそろって頭あたまをしぼったが、何なにも思おもいつかない。

　デデデ大だい王おうが言いった。

「やつの弱よわみなんか、どうでもいいわい。とにかく、メタナイトがコソドロの一いち味みになったことは確たしかなんだ。オレ様さまたちは、やつらの魔まの手てから卵たまごを守まもるぞ！」

「うん……でも、ちょっと悲かなしいね」

　カービィは、元げん気きをなくしてつぶやいた。

「メタナイトは、ぜったいに曲まがったことなんてしないって信しんじてたのになあ……」

「ああ、オレ様さまだって信しんじてたさ！　でも、目めの前まえで事じ実じつを見みせられてはな。メタナイトめ……！」

　デデデ大だい王おうは、ギリギリと歯はを鳴ならした。

「あいつには、何なにを考かんがえてるかわからんところがある。この卵たまごには、やつの目めがくらむくらいの価か値ちがあるんだろう」

　それを聞きいて、ワドルディが片かた手てを上あげた。

「デデデ大だい王おう様さま。ぼく、一つ気きになってることがあります」

「なんだ」

「さっき、ストロンがおかしなことを言いってたんです」

「え、おかしって？　なになに？　クッキー？　チョコレート？」

「カービィ、そのおかしじゃなくて……」

「じゃあ、どのおかし!?　おせんべい？　キャラメル？　食たべたーい！」

「ええと、そうじゃなくて……」

　ワドルディは困こまった顔かおで、話わ題だいを元もとに戻もどした。

「ストロンは、『卵たまごじゃない』って言いってました」

　デデデ大だい王おうとカービィは、顔かおを見み合あわせた。

「む……そんなこと、言いっていたか？」

「はい。大だい王おう様さまが『卵たまごを盗ぬすんで、売うり飛とばそうとしたくせに！』って言いったら、ストロンは『卵たまごじゃない』って言いい返かえしていました。あれは、どういう意い味みだったんでしょうか……」

「卵たまごじゃない……って言いわれてもね」

　カービィは、卵たまごに近ちかづいて、じっくり見みつめた。デデデ大だい王おうと、ワドルディも。

　三人にんは、卵たまごをそっとなでたり、顔かおがくっつきそうなほど近ちかづいてみたり、くんくんとにおいをかいでみたりした。

「どこからどう見みても、卵たまごだけどなあ」

「だが──そう見みえるだけで、実じつは卵たまごじゃないのかもしれんぞ」

　デデデ大だい王おうは、うなった。

「卵たまごにそっくりな宝ほう石せきなのかもしれん。それなら、やつらが目めの色いろを変かえる理り由ゆうもわかるというものだ」

「えー……宝ほう石せきには見みえないよー」

「叩たたいてみれば、はっきりするんだがな。割われれば卵たまごだし、割われなければ……」

　デデデ大だい王おうは、ハンマーをにぎりなおした。カービィはあわてて止とめた。

「ダメだよ！　お母かあさん鳥どりが卵たまごだって言いってたんだから、卵たまごにきまってるよ！」

「うーむ……」

「とにかく、ぼくら、約やく束そくしたんだから。お母かあさん鳥どりが戻もどってくるまで、この卵たまごをしっかり守まもるって」

「そのお母かあさん鳥どりは、いつ戻もどってくるんだ？」

「十とお日か後ごって言いってた。十とお日か後ごに、あの神しん殿でんに帰かえってくるんだ」

「十とお日かか……よし」

　デデデ大だい王おうは、うなずいた。

「ドロッチェ団だんとメタナイトは、きっとあきらめずに卵たまごをねらってくるだろう。十とお日か間かん、なんとしても守まもり切きるぞ！」

「守まもり切きるぞー！」

「これから毎まい晩ばん、交こう替たいで眠ねむることにしよう。必かならず誰だれかが起おきていて、卵たまごを見み張はるんだ」

「おー！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、いつものいがみ合あいを忘わすれて、がっちりと握あく手しゅをかわした。
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　それから何なん日にちかは、何なにごともなく過すぎた。

　ドロッチェ団だんもメタナイトも姿すがたを見みせず、デデデ城じょうは平へい和わだった。毎まい晩ばん、交こう替たいで卵たまごを見み張はっている三人にんが、退たい屈くつしてしまうくらい。

「もう、来こないのかなー」

　卵たまごのそばで、だらだらと寝ねそべりながら、カービィが言いった。

「オレ様さまたちの強つよさに、おそれをなしたな」

　そう答こたえたデデデ大だい王おうの顔かおも、なんとなく、さえない。

　三人にんとも、卵たまごを守まもるのに気きを張はりつめすぎて、疲つかれがたまっていた。

　カービィは、大おおきなあくびをした。

「さっさと盗ぬすみに来くればいいのにねー」

「カービィ、そんなこと言いっちゃ……」

　ワドルディがたしなめようとしたが、デデデ大だい王おうが言いった。

「いや、カービィの言いうこともわかるぞ。こんなに何なにもすることがないと、退たい屈くつでたまらんわい」

　ゆっくり眠ねむることもできないし、外がい出しゅつもできない。もちろん、遊あそびにも行いけないし、コックカワサキのレストランで食しょく事じをすることもできない。

　しんぼう強づよいワドルディはともかく、あきっぽいデデデ大だい王おうとカービィが音ねを上あげるのは、当とう然ぜんだった。

「トランプでもしようかー……」

「ババヌキも七ならべも、やりつくしたわい」

「じゃ、しりとり」

「それも、あきた」

「にらめっこは？」

「オレ様さまが強つよすぎて、つまらん」

「はぁぁ……」

　カービィとデデデ大だい王おうは、ごろごろ床ゆかを転ころがりながら、長ながい長ながいため息いきをついた。




　さて、その晩ばんのこと。

　三人にんはいつものように、くじ引びきで見み張はりの順じゅん番ばんを決きめた。

　今こん夜や、最さい初しょの当とう番ばんになったのは、ワドルディ。

　デデデ大だい王おうとカービィは床とこにつき、ワドルディが見み張はりに立たつことになった。

　大だい王おうもカービィも、おそろしく寝ねつきがいい。ベッドにもぐりこんで三秒びょう後ごには、カービィの寝ね息いきと、それを上うわ回まわるデデデ大だい王おうのいびきが聞きこえてきた。

　ワドルディはあくびをしながら、卵たまごの横よこに座すわりこんだ。

（……きっと、ドロッチェ団だんは今こん夜やも来こないんだろうなあ。あーあ……退たい屈くつだなあ……）

　眠ねむくならないように、ワドルディは大だい好すきな絵え本ほんを持もってきて、読よみ始はじめた。

　いつもなら、本ほんに夢む中ちゅうになっているうちに交こう替たいの時じ間かんが来くるのだが……。

　今こん晩ばんは、少すこし様よう子すがおかしかった。

（あ……あれ……？）

　いつの間まにか、同おなじページを何なん度ども読よんでいることに気きがついて、ワドルディはおどろいた。

（なんでだろう。おもしろい本ほんなのに……何なにが書かいてあるのか……わからなくなってきちゃったよ……？）

　本ほんに集しゅう中ちゅうしようとすると、ページが、ボーッとかすみ始はじめた。

　頭あたまの中なかがモヤモヤして、強きょう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきた。

（だ、だめだめ。ぼく、見み張はりなんだから……）

　でも、眠ねむ気けには勝かてなかった。

　ワドルディは、本ほんの上うえにつっぷして、眠ねむりに落おちてしまった。




「……眠ねむったようだな」

　バルコニーに身みをひそめたドロッチェが、部へ屋やの中なかの様よう子すをうかがいながらつぶやいた。

「あの催さい眠みんガスは、超ちょう強きょう力りょくなんだ。三人にんとも、朝あさまでぐっすりだ」

　ワドルディが眠ねむりに落おちてしまったのは、もちろん、彼かれらのしわざ。

　ドロッチェ団だんの戦せん闘とう員いん、チューリンたちが屋や根ね裏うらに忍しのびこんで、室しつ内ないに催さい眠みんガスを送おくりこんだのだった。

　ドロッチェのかたわらに立たつメタナイトが、言いった。

「三人にんは、大だい丈じょう夫ぶなんだろうな？」

「もちろんだ。眠ねむりに落おちるだけで、からだに悪あく影えい響きょうはない。目めざめたあとは、かえって頭あたまがスッキリするくらいさ」

「ならば良よいが」

「安あん心しんしろ。このドロッチェが、ひとを傷きずつけるような作さく戦せんを取とるものか」

　ドロッチェは不ふ敵てきな笑わらいを浮うかべ、自じ分ぶんの鼻はなと口くちをマスクでおおってから、バルコニーの窓まどを開あけた。

　催さい眠みんガスの効こう果かで、三人にんはすっかり眠ねむりこんでいた。たとえ、耳みみ元もとに雷かみなりが落おちたとしても、起おきないくらいに。

　ガスよけのマスクをつけたドロッチェ団だんは、足あし音おとを消けそうともせずに、大だい胆たんに室しつ内ないに入はいりこんだ。

　眠ねむりこんだワドルディのとなりに、卵たまごが置おいてある。

　あいかわらず、卵たまごは細ほそいひもでクッションにしばりつけられていた。ドロッチェは肩かたをすくめた。

「あいつら、なぜ、こんなことを」

「卵たまごが割われないための用よう心じんだろう」

「はずすのも面めん倒どうだ。このまま、いただくことにするぜ」

　ドロッチェは、卵たまごをクッションごと持もち上あげた。

　──その時ときだった。

　ぐっすり眠ねむっていたはずのカービィが、とつぜん、叫さけんだ。

「いただく……ことに……スルメ!?」

「……何なにッ!?」

　ドロッチェは、あやうく卵たまごを落おっことしそうになるほどおどろいた。

　部ぶ下かたちも、メタナイトも、息いきをのんでカービィの様よう子すをうかがった。

　カービィは、むにゃむにゃと何なにかつぶやいて、またグーグー眠ねむりこんだ。

　ドロッチェは、どきどきしながら言いった。

「……寝ね言ごとか。びっくりさせるな」

　スピンがささやいた。

「団だん長ちょう、こいつらが目めをさましたら、やっかいです。早はやく、運はこび出だしましょうぜ」

「ああ、そうだな……」

　とたんに。

　カービィが、またしても大おお声ごえを上あげた。

「ソーダな！　ソーダ大だい好すき！」

　ドロッチェたちは、いっせいに飛とび上あがった。

「……な、何なに!?」

「カービィのやつ、まさか、起おきてるんじゃ……!?」

「そんなはずが、あるものか……」

「ある、もなか!?　ぼく、もなかアイス大だい好すき！　食たべたい食たべたーい！」

　カービィはピョコンと起おき上あがって、口くちを大おおきくあけた。

「お、起おきた!?」

　悲ひ鳴めいを上あげたスピンに、メタナイトがすばやく言いった。

「いや、ちがう。あれは、寝ねぼけているだけだ」

「で、でも、立たち上あがって口くちをあけてますぜ……」

「食たべ物ものの夢ゆめをみているだけだ。物もの音おとを立たてるな。ここは、静しずかに……」

「ココア？　カニ？　うわ～い、おいしそ～！」

　カービィは目めをつぶったまま、大おおきく息いきを吸すいこんだ。

　寝ねぼけていても、吸すいこみのパワーは超ちょう強きょう力りょく。

　たちまち、室しつ内ないに強きょう風ふうが起おこる。ドロッチェたちが、立たっていられなくなるほど。

「う、うわっ！」

「まずい……！」

　身体からだの小ちいさなスピンが、まっさきに宙ちゅうを飛とんで、カービィに吸すいこまれそうになった。

「スピン！」

　ドロッチェは卵たまごを床ゆかに置おいて、スピンをつかまえた。

　ドクも、そしてメタナイトも、みんなカービィのほうへ吸すい寄よせられている。ドロッチェは叫さけんだ。

「みんな、ストロンにつかまれ！」

「団だん長ちょう、卵たまごが……！」

　ドクが悲ひ鳴めいを上あげた。卵たまごが、カービィに吸すい込こまれそうになっている。
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「いかん……！」

　ドロッチェはストロンにしがみつきながら、必ひっ死しに足あしを伸のばして、なんとか卵たまごをベッドの下したに押おしこんだ。

「無む念ねんだが、撤てっ退たいだ。逃にげるぞ！」

　ドロッチェ団だんとメタナイトは、ひとかたまりになってジリジリと移い動どうし、どうにかこうにかバルコニーにたどりついた。

　手てすりを乗のりこえ、転ころげ落おちるようにして脱だっ出しゅつ成せい功こう。

　ようやく、カービィの吸すいこみから逃のがれて、全ぜん員いんが大おおきく息いきをついた。

「助たすかった……！」

「なんて、恐おそろしいやつなんだ……」

　ドクもストロンもスピンも、はあはあ息いきを切きらせている。

　メタナイトが、二階かいの窓まどを見み上あげて言いった。

「だが、あれがカービィの本ほん気きだと思おもったら大おおまちがいだぞ」

「なんだって……？」

「カービィは、ただ食たべ物ものの夢ゆめをみて、寝ねぼけていただけだ。カービィが本ほん気きを出だしたら、こんなものではすまない」

「……ああ」

　さすがのドロッチェも、青あおざめてしまった。

「カービィの強つよさは、十じゅう分ぶん知しっているつもりだったが……オレは甘あまかったようだ。あいつのパワーは、底そこ知しれない」

「わかっただろう。もう、あきらめろ」

　さとすように言いったメタナイトに、ドロッチェはすかさず言いい返かえした。

「いやだ」

「……」

「このドロッチェの辞じ書しょに、あきらめるなんて言こと葉ばはない。オレは必かならず、お宝たからを手てに入いれてみせる」

「……そうか」

「メタナイト。あんたはもう、オレたちに協きょう力りょくしなくてもいいんだぞ」

　ドロッチェの言こと葉ばに、メタナイトは答こたえた。

「いや。まだ、約やく束そくを果はたしていないからな」

「あんたはストロンを助たすけてくれた。それで十じゅう分ぶんだ」

「最さい後ごまで協きょう力りょくすると決きめたのだ。途と中ちゅうで手てを引ひく気きはない」

「……感かん謝しゃするぞ」

　ドロッチェはシルクハットをかぶり直なおし、バルコニーを見み上あげた。

「今こん夜やのところは、撤てっ退たいすることにしよう。だが、見みていろよ。ドロッチェ団だんは、ねらったお宝たからをぜったいに手てに入いれる……！」

　ドロッチェ団だんとメタナイトは、風かぜのようにすばやく、姿すがたを消けした。




　あくる朝あさ。

　目めをさましたワドルディは、びっくりして大おお声ごえを上あげた。

「わ……わわわ!?　どうしたんだろう……！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、その声こえに眠ねむりをさまされ、目めをこすった。

「……んー……？」

「なんだ、ワドルディ。うるさいぞ……もう少すこし寝ねかせろ……」

「た、たいへんです……！」

　ワドルディの声こえは、せっぱつまっていた。

　カービィと大だい王おうは、ハッとした。

「たいへん……って？」

「まさか……！」

　飛とび起おきた二人ふたりの目めに映うつったのは……。

　大おお荒あれに荒あれた、室しつ内ないだった。

　まるで台たい風ふうに直ちょく撃げきされたかのように、何なにもかもが散ちらかっている。椅い子すもテーブルもひっくり返かえっているし、たなの上うえのものはぜんぶ床ゆかに落おちている。

「どうして、こんなことに……！」

　ワドルディはブルッとふるえ上あがった。

　デデデ大だい王おうは、ワドルディをつかまえて締しめ上あげながらわめいた。

「どういうことだ、ワドルディ！　きさまが見み張はっていたんじゃないのか！　なぜ、交こう替たいの時じ間かんにオレ様さまを起おこさなかったんだ！」

「ご、ごめんなさい大だい王おう様さま……ぼく、うっかり眠ねむってしまって……」

「うっかりですむか！　ばかもの──！」

　大だい王おうはワドルディをどなりつけた。

　カービィが言いった。

「ワドルディが眠ねむってしまった間あいだに、ドロッチェたちが来きたのかな……!?」

「卵たまごは無ぶ事じか!?」

　デデデ大だい王おうは目めを血ち走ばしらせて卵たまごを捜さがした。

　昨さく夜や、寝ねる前まえに置おいたはずの場ば所しょに、卵たまごはなかった。

「ない……卵たまごがない……！」

「ドロッチェ団だんに盗ぬすまれちゃった──!?」

　三人にんは部へ屋やじゅうを捜さがしまわった。

　卵たまごを見みつけたのは、ワドルディだった。

「あ、ありました！　ベッドの下したに！」

　ワドルディは、卵たまごとクッションを引ひっぱりだした。

　カービィとデデデ大だい王おうは、ほーっと息いきをついた。

「良よかったぁ！」

「なぜ、ベッドの下したなんかにあるんだ？　昨さく夜やはたしか、このあたりに置おいておいたはずなのに」

　ドロッチェが、カービィの吸すいこみから卵たまごを守まもるためにベッドの下したに押おしこんだのだが、もちろん三人にんにそんなことはわからない。

　カービィが言いった。

「夜よ中なかに、何なにがあったんだろうね？　部へ屋やはしっちゃかめっちゃかになってるし、卵たまごはベッドの下したにもぐりこんでるし……」

　デデデ大だい王おうも、首くびをひねった。

「ドロッチェ団だんのしわざではない……ということは……だれかが寝ねぼけてやったのか？」

「寝ねぼけて？」

「そうだ。この中なかにだれか一人ひとり、ものすごく寝ね相ぞうの悪わるいやつがいるにちがいない」

「でも、大だい王おう様さま。これまで、こんなことは一いち度どもありませんでしたよ。急きゅうに寝ね相ぞうが悪わるくなるなんて、おかしいです」

「うーむ……そうだ、ドロッチェ団だんのことを気きにしすぎて、夢ゆめをみたんじゃないか？　ドロッチェ団だんに襲しゅう撃げきされる夢ゆめをみて、寝ねぼけてあばれたやつがいる！」

　デデデ大だい王おうとワドルディの視し線せんが、カービィに向むけられた。

　カービィは、目めを見み開ひらいて言いった。

「え？　ちがうよ。ぜったい、ぼくじゃないよ。ドロッチェ団だんの夢ゆめなんか、みてないもん。昨夜ゆうべは、すごくいい夢ゆめをみたんだ！」

「いい夢ゆめだと？」

「よく覚おぼえてないけど……スルメとか、ソーダとか、もなかアイスとか、ココアとか、カニが出でてくる夢ゆめだったっけ……」

　カービィは手てを組くみ合あわせ、うっとりした表ひょう情じょうになった。

　デデデ大だい王おうが、感かん想そうを言いった。

「実じつに、まとまりのないメニューだな」

「でも、おいしそうだった！　しあわせな夢ゆめをみて、ぐっすり眠ねむってたんだもん。寝ねぼけるはずがないよ。あやしいのは、デデデ大だい王おうじゃない？」

「ふん、ばかを言いうな。オレ様さまだって、寝ねぼけたりしないぞ。プププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃが、寝ねぼけるなんてことはありえないからな。……ということは」

　デデデ大だい王おうは、きびしい目めをワドルディに向むけた。

「おまえだ」

「……え！」

「ワドルディ！　おまえが寝ねぼけて、部へ屋やを荒あらしたにちがいない！」

「そ、そんなこと……」

「してないと、言いいきれるのか！」
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　ワドルディは考かんがえたが、昨夜ゆうべの記き憶おくはあやふやだった。

　絵え本ほんを読よみ始はじめたら、急きゅうに眠ねむ気けがおそってきて、つっぷして寝ねてしまったのだった。

　夢ゆめもみずに、朝あさまでぐっすりだった。寝ねぼけた覚おぼえはないけれど、寝ねぼけていないとも言いいきれない。

「……わかりま……せん……」

「ドロッチェ団だんの夢ゆめをみて、怖こわくてあばれたな？」

「ゆ、夢ゆめなんて……みてないと思おもいます……よく覚おぼえてないけど……」

「それ、みろ！　部へ屋やを散ちらかしたのは、おまえだ！」

「そ、そうかも……しれないです……」

「困こまったやつだわい！　さっさと片かたづけろ！」

「は、はい……！」

　ワドルディは、たおれた家か具ぐを起おこし、床ゆかに散ちらかっているものをひろい集あつめた。

　カービィが、手て伝つだいながら言いった。

「元げん気きだしなよ、ワドルディ。だれだって、寝ねぼけることぐらいあるよ！」

「う、うん……ありがとう」

「とにかく、卵たまごが無ぶ事じでよかったね」

「うん！　ぼく、部へ屋やが散ちらかってるのを見みた時とき、夜よ中なかにドロッチェ団だんが来きたのかと思おもってハラハラしちゃった」

「あいつらなんか、怖こわくない。ぼくなら、たとえ寝ねぼけてたって負まけないよ」

「あはは！　カービィったら！」

「冗じょう談だんだよ！」

　二人ふたりは明あかるく笑わらい合あって、部へ屋やを片かたづけた。
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　さて、その後ごはドロッチェ団だんの襲しゅう撃げきもなく日ひが過すぎていき──。

　いよいよ、母はは鳥どりとの約やく束そくの日ひの、前ぜん日じつになった。

　その日ひの午ご後ご、デデデ城じょうに客きゃくがおとずれた。

　メタナイトである。先せん日じつのように窓まどから忍しのびこむのではなく、正せい々せい堂どう々どうと正せい門もんからたずねてきた。

　出で迎むかえたデデデ大だい王おうは血けっ相そうを変かえ、ハンマーをにぎりしめた。

「メタナイト！　きさま、しょうこりもなく……また卵たまごをねらいに来きたんだな！」

「そうではない。おちついてくれ、デデデ大だい王おう。私わたしは、誤ご解かいをとくために来きたんだ」

「きさまと話はなすことなど、ないわい！」

「私わたしにはあるんだ。中なかに入いれてくれないか」

　メタナイトは両りょう手てを上あげ、敵てき意いがないことを示しめした。

　メタナイトがこんな態たい度どを取とるなんて、めずらしいことだ。さすがのデデデ大だい王おうも、怒いかりをやわらげた。

「む……わかった。話はなしだけは聞きいてやる。おかしなマネをしたら、承しょう知ちせんぞ！」

「ああ。ところで、カービィとワドルディはどうした？」

「あいつらは台だい所どころにいる。晩ばんメシのしたくをしているんだ」

「そうか……できれば、カービィたちとも話はなしたいのだが」

「ならば、少すこし待まっていろ」

　メタナイトは広ひろ間まに通とおされ、ソファに座すわった。

　デデデ大だい王おうは、油ゆ断だんなく、メタナイトの様よう子すをうかがっている。




　大だい王おうが言いったとおり、ワドルディとカービィは夕ゆう食しょくのしたく中ちゅう。

　ワドルディは、大おおきなボウルに入はいったひき肉にくを、せっせとこねている。

「今日きょうは、大だい王おう様さまが大だい好すきなハンバーグを作つくるんだ。あと、フライドポテトと、トマトのサラダと、コーンスープと……」

「おでんも作つくろうよ～。あとね、ぼく、みそラーメンと、みたらしだんごも食たべたい！」

　カービィは、横よこからあれこれ口くちを出だすだけ。

　ワドルディは、ひき肉にくをこねながら言いった。

「おでんやラーメンやおだんごは、今日きょうのメニューには合あわないよ。また今こん度どね」

「ええ……今日きょう食たべたいのになあ……おでん……ラーメン……」

　カービィはがっかりして、ワドルディからはなれた。

　キッチンのかたすみには、羽う毛もうのクッションに縛しばりつけられた卵たまごが置おいてある。

　ちょっとでも目めをはなすのが心しん配ぱいなので、キッチンにまで運はこんできたのだった。

「明日あしたには、お母かあさん鳥どりが帰かえってくるよ。良よかったねえ」

　カービィは、卵たまごをなでて話はなしかけた。

　カービィは、何なにかにつけて卵たまごに声こえをかけることにしている。お母かあさん鳥どりとはなれて、卵たまごがさびしい思おもいをしているかもしれないから。

　もちろん、返へん事じがくることはありえないのだけれど……。

「……あれ!?」

　カービィは、飛とび上あがって大おお声ごえを上あげた。

　ひき肉にくをこねているワドルディが、たずねた。

「どうかしたの、カービィ？」

「今いま、卵たまごが動うごいたみたい！」

「え!?　まさか！」

「ほんとだよ。ほんの少すこしだけど、ゆらゆらっと動うごいたよ！」

「え──！」

　ワドルディはすっ飛とんできて、カービィといっしょに卵たまごをのぞきこんだ。

「動うごいてないよ？」

「話はなしかけたら動うごいたんだよ。見みてて……あした、お母かあさん鳥どりが帰かえってくるよ！」

　カービィが声こえをかけると、卵たまごがわずかにゆれた。

　ワドルディは、興こう奮ふんして「わあっ！」と叫さけんだ。

「ほんとだー！　動うごいた！」

「ヒナ鳥どり、もう動うごけるくらい大おおきくなったんだね！」

「もうすぐ卵たまごからかえるよ、きっと！」

　ワドルディとカービィは、手てを取とり合あって喜よろこんだ。

　カービィは、張はり切きって言いった。

「ぼく、お祝いわいのケーキを作つくるよ！」

「ほんと!?」

「うん！　ヒナ鳥どりのたんじょう祝いわいだよ！　まかせて！」

　カービィは、はずむように冷れい蔵ぞう庫こに走はしり寄よった。

　ワドルディはにこにこしながら、ハンバーグ作づくりに戻もどった。

（たんじょう祝いわいのケーキかあ……どんなケーキができあがるか、楽たのしみ！）

　ワドルディは、ヒナ鳥どりのことで頭あたまがいっぱいで、すっかり忘わすれていた。

　カービィが、おそろしく料りょう理り下手べただということを。




「ケーキ、ケーキ、おいしいケーキっと」

　カービィ自じ身しんも忘わすれていた。自じ分ぶんの料りょう理りの腕うで前まえのことを。

　鼻はな歌うたまじりに、思おもいついた材ざい料りょうをかたっぱしからボウルにぶちこんでいく。

「卵たまごと、小こ麦むぎ粉こと、お砂さ糖とうと、バター。あと、こんにゃくと、はんぺん。大だい根こんとジャガイモも大だい事じだよね～。そうそう、ちくわも！」

　さっきまで、おでんのことを考かんがえていたので、なんだかおかしなことになっている。

「味あじつけは……やっぱり、みそ？　おしょうゆも捨すてがたいけど……あと、とんこつスープ。選えらびきれないから、全ぜん部ぶ入いれちゃえ」

　ラーメンのことも考かんがえていたので、どんどん悲ひ惨さんなことになっていく。

　カービィは、材ざい料りょうをすべてボウルに入いれて、ぐちゃぐちゃかき回まわした。

「ん～、おいしそう！　理り想そうのケーキができちゃう！　ちょっとだけ、味あじ見み、味あじ見みっと」

　カービィは、大おおきなスプーンで材ざい料りょうをすくい、ぱくっと飲のみこんだ。

　……とたんに。

「──んんんんれぇぇうぁぁぐぁぁはぁぁぁ～～！」

　カービィは、言こと葉ばにならない悲ひ鳴めいを上あげて飛とび上あがり、天てん井じょうに激げき突とつした。

　衝しょう撃げきで天てん井じょうにひびが入はいり、ガレキが落おちてきた。

「カービィ！」

　ワドルディはびっくり。カービィは床ゆかや壁かべに何なん度ども激げき突とつし、叫さけび続つづけた。

「まぁぁぁぁずぅぅぅぅいぃぃぃぃぃ～～！」
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　食しょっ器き棚だながたおれ、お皿さらやコップはこなごなにくだけてしまった。

「う……うわぁぁ……たいへんだ……」

　あまりの大だい惨さん事じに、ワドルディは両りょう手てで目めをおおうしかなかった。




　一いっ方ぽう、デデデ大だい王おうとメタナイトは──。

　広ひろ間まの大おおきなテーブルをはさんで、にらみ合あっていた。

　もちろん、にらんでいるのは大だい王おうのほうだけで、メタナイトがどんな目めつきをしているのかはわからない。

「メタナイト。きさま、なぜドロッチェなどと手てを組くんでいるのだ？」

「手てを組くんでいるわけではない」

「ドロッチェの手て下したを助たすけたじゃないか！」

「ドロッチェに借かりがあってな。それを返かえしたかったのだ」

「借かり!?　借しゃっ金きんか!?」

　デデデ大だい王おうは、息いきをのんでメタナイトを見みた。

「そんなに困こまっていたとは……！　ドロッチェなんかに借かりずに、オレ様さまに言いえば……アイスクリームぐらいならおごってやった……かもしれないのに！」

「……。そういう意い味みではない。借しゃっ金きんではなく、彼かれに助たすけられたのだ」

「どういうことだ？」

「話はなすほどのことではない。とにかく、彼かれに恩おんを返かえすために行こう動どうをともにしている」

「ドロッチェが、卑ひ劣れつなコソドロだと知しった上うえでか！」

「彼かれは卑ひ劣れつではない。盗とう賊ぞくではあるが、コソドロではない」

「卵たまごを盗ぬすんで、売うり飛とばそうとしているんだぞ！」

「それが誤ご解かいだというのだ」

　メタナイトはため息いきをついた。

「誤ご解かいだと!?」

「そうだ。私わたしは、それを説せつ明めいしに来きたんだ」

「ならば、早はやく話はなせ……」

　デデデ大だい王おうが、うなった時ときだった。

　突とつ然ぜん、すさまじい物もの音おとがひびいて、城しろ全ぜん体たいがゆれた。

　二人ふたりはおどろいて、思おもわず腰こしをうかせた。

「な、なんだ、今いまのは!?」

「キッチンのほうから聞きこえたようだが……」

「何なにかが爆ばく発はつしたような衝しょう撃げきだったぞ。まさか……！」

　デデデ大だい王おうの顔かお色いろが変かわった。

「きさま……！　敵てき意いはないなんて言いって、オレ様さまを油ゆ断だんさせ、城しろに爆ばく弾だんをしかけていたんだな!?」

「なんだと？　ぬれぎぬだ。私わたしがそんなことをすると……」

「卑ひ怯きょう者ものめ！　きさまは、どろぼうの仲なか間ま入いりをして、すっかり性せい格かくが変かわってしまったようだな。見みそこなったわい、メタナイト！」

　大だい王おうは飛とび上あがって、ハンマーを振ふり上あげた。

　メタナイトはすばやく剣けんを抜ぬいて、攻こう撃げきを受うけ止とめた。

「戦たたかう気きはないなんて言いいながら、剣けんを抜ぬきおって！」

「君きみが先さきに攻こう撃げきをしかけてきたからだ。ハンマーを下おろせ、デデデ大だい王おう！」

「ことわる！　このデデデ城じょうで、オレ様さまに剣けんを向むけるとは！　許ゆるさんぞ、メタナイト！」

　デデデ大だい王おうは荒あれ狂くるい、ハンマーを打うち下おろした。

　メタナイトはすばやくかわし、バルコニーのほうへ走はしった。

「待まて！　逃にがさんわい！」

　デデデ大だい王おうが、行ゆく手てをふさいだ。

「話はなし合あえなくて残ざん念ねんだ、デデデ大だい王おう」

　メタナイトは高たかくジャンプし、天てん井じょうのシャンデリアに切きりつけた。

　シャンデリアが落おちてくる。大だい王おうがあわてて逃にげたすきに、メタナイトはバルコニーに飛とび出だしていた。

「待まて～！」

　大だい王おうがバルコニーに走はしり出でた時ときには、もうメタナイトの姿すがたは消きえていた。

「くっ……メタナイトめ……！」

　デデデ大だい王おうが、ギリギリと歯はぎしりをした時とき。

　しょんぼりと元げん気きのないワドルディとカービィがやってきた。

　もちろん、カービィが暴あばれまわったせいで、キッチンがしっちゃかめっちゃかになってしまったことを報ほう告こくするために。

　しかし、カービィもワドルディも、部へ屋やに一歩ぽ入はいったところで立たちすくんでしまった。

「シャンデリアが……！」

「ど、どうしたんですか、デデデ大だい王おう様さま！」

「ああ、おまえたち。無ぶ事じだったか」

「これは、いったい……」

「メタナイトのしわざだ」

「え……メタナイトが……!?」

　ワドルディもカービィも、びっくりした。

　デデデ大だい王おうは、怒いかりにふるえる声こえで説せつ明めいした。

「あいつめ、誤ご解かいをときたいなんて言いって城しろに入はいりこみ、オレ様さまを油ゆ断だんさせて、いつの間まにか爆ばく弾だんをしかけていたのだ！　しかも、シャンデリアを落おとして、オレ様さまをつぶそうとした！」

「ええー!?　メタナイトがそんなことを!?」

　カービィは、左さ右ゆうに飛とびはねた。

「信しんじられないよ。メタナイトはそんな卑ひ怯きょう者ものじゃないよ！」

「オレ様さまだってそう思おもいたい。だが、やつはオレ様さまに剣けんを向むけたんだ」

「そんな……」

「メタナイトは闇やみに落おちたのだ！　あいつは、卵たまごを手てに入いれるためなら、なんでもやる気きだ……！」

　そう言いいかけて、デデデ大だい王おうはハッとした。

「そうだ、卵たまごはどうした!?　無ぶ事じか！」

「はい、無ぶ事じです」

　ワドルディが答こたえた。

　カービィが言いった。

「もうすぐ、ヒナ鳥どりが生うまれそうなんだよ！」

「何なに？　本ほん当とうか!?」

「うん。ほんの少すこしだけど、中なかで動うごいてるのがわかるんだ」

「そうか……！」

　デデデ大だい王おうの声こえも、うれしそうにはずんだ。

「お母かあさん鳥どりは明日あした帰かえってくる予よ定ていだし、あと、ひとがんばりだね」

「うむ。では、そろそろ神しん殿でんに卵たまごを運はこんだほうがいいな。母はは鳥どりが予よ定ていより早はやく帰かえってくるかもしれないし、あいつらがまた襲しゅう撃げきしてくるかもしれんからな」

「そうだね。それに、あの神しん殿でんにはコピーのもとがたくさんある。コピー能のう力りょくを思おもいっきり使つかえるから、便べん利りだよ」

「よし。では、さっそく出しゅっ発ぱつだ。ワドルディ、弁べん当とうを作つくれ！」

「はい！」

「城しろを出でる前まえに、一いち応おう、城じょう内ないを見み回まわっておこう。メタナイトのやつが、他ほかにも爆ばく弾だんをしかけているかもしれないからな」

「ぼくも、見み回まわりのお手て伝つだいするよ～！」

「よし。行いくぞ、カービィ！」

　二人ふたりは意い気き投とう合ごうして、部へ屋やを出でて行いった。カービィの頭あたまからは、失しっ敗ぱいケーキのことなんて、もうすっかり抜ぬけ落おちている。

　ワドルディは、落おちたシャンデリアを見みながら、考かんがえこんだ。

（……メタナイト様さまがこんなことをするなんて、ぜったい何なにか事じ情じょうがあると思おもうんだけどなあ……やっぱり、ドロッチェに弱よわみをにぎられているのかなあ……）




　それから数すう時じ間かん後ご。

「……出でてきたぞ」

　双そう眼がん鏡きょうでデデデ城じょうの様よう子すをうかがっていたドロッチェが、言いった。

　ドロッチェ団だんとメタナイトは、ハリボテの大おお岩いわを作つくり、その後うしろにかくれてデデデ城じょうを監かん視ししている。

「いよいよ卵たまごを神しん殿でんに運はこぶ気きだな。荷に車ぐるまの上うえに、デデデ大だい王おうとワドルディが乗のっている。大だい王おうが大だい事じそうに卵たまごをかかえているぞ。カービィの姿すがたが見みえないが……？」

　それを聞きいて、ドロッチェのかたわらに立たったメタナイトが言いった。

「荷に車ぐるまを引ひっぱっているんだろう」

「……いや。荷に車ぐるまを引ひいているのは……なんだ、あれは？」

　ドロッチェは、首くびをかしげた。

「大おおきなタイヤが、荷に車ぐるまを引ひいている。まるで、タイヤが生いきているかのようだ……」
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「それが、カービィだ」

「何なに？」

「ウィリーの『ホイール』をコピーしたんだろう」

　ドロッチェは、目めをこらした。

「……なるほど。ウィリーというのは、たしか、デデデ大だい王おうの部ぶ下かだったな」

「ああ。『ホイール』は、タイヤに変へん身しんできる便べん利りな能のう力りょくなんだ」

「やれやれ……カービィのコピー能のう力りょくは、無む限げんの可か能のう性せいを秘ひめているな」

　ドロッチェは双そう眼がん鏡きょうを下おろして、メタナイトを見みた。

「あの神しん殿でんには、コピーのもとがたくさんある。あそこに行いけば、カービィはコピー能のう力りょくを使つかい放ほう題だいになってしまう。そうなったら、勝かち目めはほとんどない。あいつらが神しん殿でんに着つく前まえに、お宝たからを手てに入いれなくてはな」

「こっちは準じゅん備びＯオーＫケーですぜ、団だん長ちょう」

　スピンが言いった。

　振ふり返かえったメタナイトは、おどろいた。

　ドロッチェの部ぶ下かたちが用よう意いしているのは、大おおきな車しゃ輪りんのついた大たい砲ほうだった。

「なんだ、それは!?」

　思おもわず大おお声ごえを上あげたメタナイトに、ドロッチェはおちつきはらって答こたえた。

「見みてのとおり、大たい砲ほうさ」

「まさか、そんなものでカービィたちを攻こう撃げきする気きなのか？」

「安あん心しんしろ。この大たい砲ほうがうつのは、空くう気き弾だんだ」

「空くう気き弾だん……？」

「そうだ。カービィがぶつけてくる、空くう気きの球たまがあるだろう。あれからヒントを得えて、ドクが発はつ明めいした」

「カービィの空くう気き弾だんより、ずっと威い力りょくがありますぞ」

　ドクが、得とく意いそうにヒゲをピクピクさせて言いった。

「デデデ大だい王おうのような大おおきなヤツでも、軽かる々がると吹ふっ飛とばせます。ストロンで実じっ験けんしたから、たしかですぞ」

「……たしか、です」

　ストロンが、実じっ験けんを思おもい出だしたのか、情なさけない顔かおをしてうなずいた。

　ドロッチェが言いった。

「あいつらを荷に車ぐるまごと吹ふっ飛とばして、お宝たからをうばう。今こん度どこそ、しくじりはしない。おまえたち、行いくぞ」

「はい、団だん長ちょう！」

　ドロッチェ団だんは戦たたかう気き満まん々まんで、大たい砲ほうの砲ほう口こうをハリボテ岩いわのすき間まからつき出だした。

　メタナイトは、ドロッチェをたしなめるように言いった。

「こんな荒あらっぽい手しゅ段だんではなく、話はなし合あいで解かい決けつしてもらいたいものだ。カービィたちは、君きみを誤ご解かいしているだけなのだからな」

「それは、もちろんわかっている」

　ドロッチェは、苦にが々にがしい顔かおで答こたえた。

「オレだって、争あらそいなどしたくない。しかし、あいつらが聞きく耳みみをもたないのだ」

「うむ……カービィもデデデ大だい王おうも、思おもいこんだら一いっ直ちょく線せんのタイプだからな。あの三人にんの中なかで、話はなしを聞きいてくれそうなのはワドルディぐらいだろう。ワドルディと話はなすことができれば、なんとかなるかもしれないのだが……」

「いや、メタナイト。そんな時じ間かんはない」

　ドロッチェは首くびを振ふった。

「話はなすチャンスをうかがっているうちに、あいつらが神しん殿でんに到とう着ちゃくしてしまう。ここは、一いっ気きに勝しょう負ぶをかけるぞ」

　ドロッチェには、盗とう賊ぞく団だんの団だん長ちょうとしてのほこりがある。このまま、カービィにやられっぱなしではいられないのだ。

「それなら……もはや、止とめることはできないな」

　メタナイトはつぶやいて、引ひき下さがった。

　ストロンが、大たい砲ほうの後うしろに回まわりこんだ。

　ドロッチェが、声こえをかけた。

「しっかり、ねらいを定さだめるんだぞ」

「はい、団だん長ちょう」

「……今いまだ、うて！」

　ドロッチェが号ごう令れいをくだすと同どう時じに、空くう気き弾だんが発はっ射しゃされた。

「よし！」

　ドロッチェたち一いち味みは、かたずをのんで見み守まもった。空くう気き弾だんに直ちょく撃げきされた荷に車ぐるまが、はでにひっくり返かえることを期き待たいしながら。

　しかし。

　荷に車ぐるまは、何なにごともなかったかのように、のんびりと小こ道みちを進すすんでいく。

　ドロッチェは、双そう眼がん鏡きょうを目めに当あて直なおした。

「あいつら、ビクともしないぞ……どういうわけだ、ドク！」

「お、おかしいですな。この大たい砲ほうの威い力りょくは、ストロンを吹ふっ飛とばしてしまうくらいなんですが……」

「……距きょ離りが遠とおすぎるんだろう」

　メタナイトが冷れい静せいに指し摘てきした。
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「空くう気きの球たまだから、飛とんでいく途と中ちゅうでうすれて、消きえてしまうんだ。当あたり前まえのことだ」

　ドクは、うろたえて言いい張はった。

「そ、そんなバカな。実じっ験けんでは、たしかにストロンを吹ふっ飛とばしたんですぞ！」

　ドロッチェがたずねた。

「ドク。実じっ験けんでは、どのくらいの距きょ離りからうったんだ？」

「たしか……五十センチぐらいでしたな」

「……ばかもの」

　ドロッチェは頭あたまをかかえた。

「ここからカービィたちまで、百メートルぐらいあるんだぞ」

「は、はい。だから失しっ敗ぱいしたんですな。もっと近ちかづけば、成せい功こうするはずですぞ！」

「五十センチの距きょ離りまで、どうやって近ちかづくんだ」

「こっそり、足あし音おとをしのばせて行いけば、大だい丈じょう夫ぶですぞ！」

　ドクは、自じ分ぶんの発はつ明めい品ひんをみとめてもらいたくて、必ひっ死しに言いい張はった。

「行いくぞ、ストロン、スピン」

「がってんだ」

　スピンがハリボテの岩いわをそろそろと動うごかし、ストロンがその後うしろにかくれながら、大たい砲ほうを押おしていく。




　いっぽう、デデデ大だい王おうたちは、ひさびさの外がい出しゅつに気き分ぶんをはずませていた。

　卵たまごをかかえたデデデ大だい王おうが、上じょう機き嫌げんで言いった。

「ああ、久ひさしぶりに外そとの空くう気きを吸すったわい。気き持もちがいいなあ！」

　ワドルディも、にこにこしながら答こたえた。

「はい、大だい王おう様さま。気き持もちがいいですね！」

「ワドルディ、弁べん当とうをよこせ」

「えっ。もう、ですか？　これは、神しん殿でんについてから食たべようと思おもって……」

「つべこべ言いうな。オレ様さまは、腹はらがへったんだ」

　まだ、城しろを出でてから五分ふんしかたってないのに。

　ぐずぐずしているワドルディの手てから、デデデ大だい王おうは強ごう引いんにバスケットケースをうばい取とって、ふたを開あけた。

「お、うまそうなサンドイッチじゃないか。さあ、食くうぞ～！」

　その声こえを聞きいて、荷に車ぐるまをひいているカービィがどなった。

「ずるいよー！　ぼくにも食たべさせてよ！」

「おまえは今いま、タイヤだろうが。弁べん当とうを食たべてる場ば合あいか」

「タイヤだって、燃ねん料りょうがなくちゃ走はしれないよ！」

「ふん。つべこべ言いわずに……」

　大だい王おうが言いい返かえそうとした時とき、突とつ然ぜん、ワドルディが叫さけんだ。

「だ、大だい王おう様さま！　見みてください！」

「ん？　なんだ？」

「あんなところに、あやしい岩いわが！」

　大だい王おうは、ワドルディが指ゆびさす方ほう向こうに目めを向むけた。

「ああ、大おおきな岩いわがあるな。どこが、あやしいんだ？」

「あの岩いわ、動うごいたんです！」

「なんだと？　バカを言いうな。岩いわが動うごくなんてこと、あるはずが……」

　デデデ大だい王おうは笑わらい飛とばそうとしたが、その時ときまた、岩いわが動うごいた。

　たしかに、こちらに向むかって前ぜん進しんしてくる。じわり、じわりと、大だい王おうたちのすきをうかがうようなタイミングで。

「……動うごいたな、たしかに。なんだ、あれは」

「ま、まるで生いきてるみたいです……！」

「ふん、岩いわが生いきてるはずがなかろう。あれは……ただの岩いわじゃないな！」

　デデデ大だい王おうは目めをぎょろりとむいて、動うごく岩いわをにらみつけた。




　ハリボテの岩いわのかげにかくれたドクたちは、すくみ上あがっていた。

「デデデ大だい王おうが、すごい目めでこっちをにらんでるぜ！」

「き、気きづかれたんじゃ」

「どうしよう……」

「今いまさら、ごまかせん。うて～、うつんじゃ～！」

　パニックにおちいったドクが叫さけび、ストロンはあわててハリボテ岩いわのかげから大たい砲ほうを押おし出だした。

「おい、よせ……」

　ドロッチェが止とめようとしたが、間まに合あわなかった。

　大たい砲ほうが火ひを噴ふいた。

　しかし、カービィたちとの間あいだには、まだ数すう十じゅうメートルの距きょ離りがある。

　飛とび出だした空くう気き弾だんは、途と中ちゅうで宙ちゅうに広ひろがって、消きえてしまった。

「早はやまったな、ドク」

　ドロッチェがきびしい声こえで言いった。

「ワ、ワシとしたことが。すみませんです、団だん長ちょう……」

「やつら、こちらに向むかってくるぞ！」

　ドロッチェの言いうとおり。カービィが引ひっぱる荷に車ぐるまが、すごい勢いきおいで向むかってくる。

「オレがやつらを引ひきつける！　その間あいだに、おまえたちはあいつらに近ちかづいて、空くう気き弾だんをうて」

「は、はい、団だん長ちょう！」

「私わたしも行いこう」

　メタナイトが申もうし出でた。

　ドロッチェはうなずき、カービィたちに向むかって駆かけ出だした。

　メタナイトも、すぐにあとを追おった。




　デデデ大だい王おうは、卵たまごをワドルディにあずけて、荷に車ぐるまの上うえに立たち上あがっていた。

　ぎょろりとした目め玉だまで、ハリボテの岩いわと、そのかげから現あらわれた大たい砲ほうをにらみつけている。

「あやしいと思おもったら、やはり、あいつらだわい！　ドロッチェめ、あんな武ぶ器きまで用よう意いしてくるとは！」

「大たい砲ほうですよ、大だい王おう様さま……！　立たち上あがったら、あぶないです！」

　ワドルディはおびえきって、大だい王おうにしがみついた。

「ふん！　オレ様さまは怖こわくなんかないわい！」

「で、でも、大たい砲ほうの弾たまが飛とんできたら、たいへんです！」

「そんなもの、このハンマーで打うち返かえしてやるわい！」

　大だい王おうは、荷に車ぐるまにのせていたハンマーをかまえた。

　その時とき、カービィが叫さけんだ。

「ぼくだって怖こわくないよ！　あんな大たい砲ほうなんか！」

「む？　カービィ……？」

「行いくよ～！　しっかりつかまっててね！」

　言いうが早はやいか、カービィはぐんと加か速そくした。

　立たち上あがっていたデデデ大だい王おうは、バランスをくずして、荷に車ぐるまの上うえでひっくり返かえった。

「カービィ！　何なにをする……！」

「卵たまご、落おとさないでね！」

　カービィは、とても怒おこっていた。

　あんな大たい砲ほうまで持もちだして、攻こう撃げきしてくるなんて。

（ドロッチェ団だんは、乱らん暴ぼうすぎるよ！　卵たまごが割われちゃったら、どうするつもりなの!?）

　ハリボテの岩いわのかげから、ドロッチェとメタナイトが飛とび出だしてきた。二人ふたりとも、武ぶ器きをかまえている。

　けれど、カービィは少すこしもおじけづかなかった。

「えーい！」

　スピードを落おとさず、そのまま突つっこんでいく。

「うわっ!?」

「あぶない！」

　これには、ドロッチェもメタナイトもびっくり。

　二人ふたりとも、はね飛とばされないように転ころがって、かわした。

　それでも、カービィの勢いきおいは止とまらない。

「えええええ────い！」

　気き合あいとともに、大たい砲ほうめがけて突とっ進しん。

「わわわーっ！」

「あぶない！」

　大たい砲ほうのそばにいたスピン、ストロン、ドクが、あわてて退たい散さんした。

　カービィの直ちょく撃げきを受うけて、大たい砲ほうはこなごなに壊こわれてしまった。

「よし！　いいぞ、カービィ！」

　デデデ大だい王おうが、よろこんで叫さけんだ。

　カービィは、ますますスピードを上あげた。

「このまま、神しん殿でんまで走はしるよー！」

「おお、行いけー！」

「う、うわわわああ……！」

　ワドルディは、卵たまごをしっかりかかえこんで悲ひ鳴めいを上あげた。

　カービィは猛もうスピードで丘おかを駆かけ下おり、小お川がわをひとっ飛とびし、林はやしの木き々ぎの間あいだを駆かけ抜ぬけてゆく。まるで、ジェットコースターに乗のっているかのようだ。

　もちろん、ドロッチェ団だんとメタナイトは、はるか後こう方ほうに取とり残のこされたまま。




「……く……カービィめ……！」

　ドロッチェは、こぶしをにぎりしめて、うめいた。

「どこまでも、オレたちの邪じゃ魔まをする気きだな……！」

「うう……ううっ……ワシが徹てつ夜やして作つくった大たい砲ほうがぁ……」

　ドクは、めそめそ泣ないている。

　カービィに直ちょく撃げきされた大たい砲ほうは、こっぱみじん。もう、使つかい物ものにならない。

　ドロッチェは、シルクハットをかぶり直なおして、クールに言いった。
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「泣ないているひまはないぞ、ドク。カービィたちを追おおう」

「はい、団だん長ちょう……」

「次つぎは、せめて三メートルぐらい飛とぶ大たい砲ほうを作つくれ。さあ、行いくぞ！」

　ドロッチェは、ドクが用よう意いしていたドロッチェ団だんの飛ひ行こう船せんに飛とび乗のった。

　部ぶ下かたちとメタナイトも、気きをとり直なおして飛ひ行こう船せんに乗のりこんだ。

　カービィたちのあとを追おって、一いち味みは神しん殿でんへ──。
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「ほほう……ここが神しん殿でんか……」

　卵たまごをかかえたデデデ大だい王おうは、観かん光こう客きゃくのようにきょろきょろしながら言いった。

「おまえたちが話はなしていたとおり、大おおきくてボロボロだな。プププランドにこんな神しん殿でんがあったなんて、偉い大だいなる支し配はい者しゃのオレ様さまですら知しらなかったわい……」

　神しん殿でんに到とう着ちゃくした三人にんは、大おおきな彫ちょう刻こくがたくさんある広ひろ間まを通とおり抜ぬけ、長ながい石いしの廊ろう下かを進すすんでいた。

「プププランドは広ひろいからね～。まだまだ、なぞの場ば所しょがたくさんあるよね」

　カービィが言いった。『ホイール』のコピー能のう力りょくをはずして、いつものカービィの姿すがたに戻もどっている。仕し事ごとを終おえたウィリーは、ひと足あし先さきにデデデ城じょうへと帰かえっていった。

　ワドルディが、慎しん重ちょうに歩あるきながら言いった。

「大だい王おう様さま、気きをつけてくださいね。この神しん殿でんには、いろいろなワナがしかけられているんです」

「ワナだと？」

「あっ、そこは！」

　ワドルディが大おお声ごえを上あげたので、大だい王おうは飛とび上あがった。

「な、なんだ！　びっくりさせるな！」

「そこ、踏ふんじゃだめです。落おとし穴あなが開ひらくワナなんです！」

　前まえに来きた時ときに、カービィが落おっこちそうになったワナだった。

「物ぶっ騒そうな神しん殿でんだわい……」

　デデデ大だい王おうは気き味み悪わるそうに言いって、落おとし穴あなのしかけを飛とびこえた。

　カービィが言いった。

「ワナがしかけてあるってことは、それだけ大だい事じな神しん殿でんだったってことだよ。ここには、コピーのもとがたくさんあるんだ！」

　カービィは、早はやくコピーのもとを試ためしてみたくて、うずうずしている。

　大だい王おうは、ぼやいた。

「コピーのもとなんか食くっても、腹はらはふくれんわい」

「食たべ物ものじゃないよ！」

「それより、弁べん当とうを食くおう。ドロッチェ団だんの襲しゅう撃げきのせいで、食たべそこねたからな」

「うん！　お弁べん当とう、お弁べん当とう！」

　はしゃぎ回まわるカービィに、ワドルディが言いった。

「カービィ、ここじゃ、あぶないよ。コピーのもとのある部へ屋やまで行いこうよ。あそこなら、ドロッチェ団だんにおそわれても、怖こわくないから」

「うん、そうだね」

　カービィも賛さん成せいして、奥おくへ進すすんでいった。

　もちろん、分わかれ道みちでも迷まようことはない。

　三人にんはワナにかかることもなく、コピーのもとのある部へ屋やへ向むかった。




　部へ屋やに一歩ぽ入はいったとたん、デデデ大だい王おうは「おお！」と叫さけんだ。

「これが、コピーのもとか……すごい数かずだ……」

「でしょ！　ここなら、ドロッチェたちが攻せめてきたってだいじょーぶ！　コピー能のう力りょく、使つかい放ほう題だいだもんね！」

「ふん。おまえのコピー能のう力りょくなんかなくても、オレ様さまのハンマーがあれば無む敵てきだがな」

　大だい王おうは、片かた方ほうの手てににぎったハンマーを勢いきおいよく振ふり回まわした。

　反はん対たい側がわの手ては、卵たまごをかかえている。カービィが注ちゅう意いした。

「あばれないでよ、デデデ大だい王おう。卵たまご、落おとしたらたいへんだよ」

「オレ様さまが、そんなヘマをするものか。そんなことより、ワドルディ。弁べん当とうだ、弁べん当とう！」

「はーい！」

　ワドルディはバスケットケースのふたを開あけた。

　のぞきこんだカービィは、とろけそうな顔かおになった。

「うわあ、おいしそう～！　サンドイッチに、からあげに、ウィンナーだ！」

「エビフライと、マカロニサラダもあるよ！」

「わあい、いただきまーす！」

　三人にんはお弁べん当とうを広ひろげて、さっそく食たべようとした。

　その時とき。

「こんなところで、ピクニックか？　のんきだな、おまえたちは」

　声こえがひびいた。

　もちろん、ドロッチェの声こえだ。

　カービィたちは、さっと身み構がまえた。

　部へ屋やの入いり口ぐちのところに、ドロッチェ団だんとメタナイトが現あらわれた。

「来きたか、ドロッチェ団だん！」

　デデデ大だい王おうが、ハンマーを手てに立たち上あがる。

　カービィも、ドロッチェたちをにらみつけた。

「何なん度ど来きても、むだだよ！　卵たまごはぜったいに渡わたさない！」

「カービィ、誤ご解かいだ……」

　メタナイトが何なにか言いいかけたが、カービィは聞きく耳みみをもたない。

　コピーのもとを、すばやく見み回まわした。

　コピー能のう力りょくは、どれも強きょう力りょくだけれど、カービィが選えらんだのは──。

「あれだ！」

　カービィは、目め当あてのコピーのもとに突とっ進しんした。

　ジャンプして触ふれたとたん、カービィの頭あたまに、金きん色いろの炎ほのおがかがやいた。

　メタナイトが叫さけんだ。

「『ファイア』のコピー能のう力りょくか！」

　前まえにドロッチェ団だんの部ぶ下かたちがおそってきた時とき、この『ファイア』の力ちからで撃げき退たいしたことを、カービィはもちろん忘わすれていなかった。

　今こん回かいも、『ファイア』で楽らく勝しょう！

「卵たまごは渡わたさないよ！」

　カービィは、ごぉぉぉっと炎ほのおをはき出だした。

「わあああっ、やめて、カービィ！」

　悲ひ鳴めいを上あげたのは、ドロッチェ団だんではなくワドルディだった。

　カービィは、夢む中ちゅうになるあまり、まわりに注ちゅう意いしていなかった。カービィがはいた炎ほのおは、あやうく、バスケットケースのわきに置おかれた卵たまごに当あたるところだった。

　ワドルディが卵たまごをかかえて、さっと飛とびのいた。

　間かん一いっ髪ぱつ。卵たまごは無ぶ事じだった。

　カービィは、あわあわして『ファイア』のコピー能のう力りょくをはずした。

「た、たいへん！　ごめんね、ワドルディ！」

「大だい丈じょう夫ぶだよ。でも、気きをつけてね……」

　ワドルディが、ふーっと息いきをついた時ときだった。

　メタナイトが、すばやくワドルディに駆かけ寄よった。

「ワドルディ、こちらへ来こい！」

「……え？」

　ワドルディは、キョトンとした。

　メタナイトの考かんがえを見みぬいたドロッチェが、すばやく命めいじた。

「ストロン、ワドルディをつかまえろ！」

「……むぅ！」

　怪かい力りきのストロンが、ワドルディをかかえ上あげた。もちろん、ワドルディが持もっている卵たまごごと。

「わ、わ、わ！　はなして！」

　ワドルディはあばれたが、ストロンの力ちからにかなうはずがない。

　デデデ大だい王おうが、血けっ相そうを変かえた。

「こら！　きさま、ワドルディをはなせ！」

　大だい王おうがハンマーを振ふり上あげたが、ドロッチェがすばやくさえぎった。

　真まっ赤かなマントをさっとひるがえし、大だい王おうの目めをくらませると、ドロッチェは高たからかに笑わらった。

「ははは！　お宝たからとワドルディは、いただいていくぞ！」
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「なんだと!?　きさま……！」

「さらばだ」

　ドロッチェたちは、部へ屋やを飛とび出だしていった。

「待まて～！」

「ワドルディと卵たまごを返かえせっ！」

　カービィとデデデ大だい王おうが力ちからいっぱい叫さけんだが、もちろん、待まってくれるはずがない。

　デデデ大だい王おうは、ギリギリと歯はぎしりをした。

「卵たまごばかりか、ワドルディまでさらうとは……メタナイトめ、本ほん当とうに、悪あくの一いち味みに成なり果はてたな！」

「追おいかけるよ、デデデ大だい王おう！　ワドルディを助たすけなきゃ！」

「おう！」

　二人ふたりは怒いかりにもえて、ドロッチェ団だんを追おった。




　ドロッチェ団だんとメタナイトは、飛とぶような速はやさで、石いしの廊ろう下かを駆かけ抜ぬけていく。

　スピンたちは、何なん度ども神しん殿でんに侵しん入にゅうしてワナの位い置ちを知しり尽つくしている。危き険けんな通つう路ろに入はいりこむこともなく、一いち目もく散さんに走はしった。

　カービィとデデデ大だい王おうが、必ひっ死しの形ぎょう相そうで追おってくる。

「待まて！」

「ワドルディを返かえせ！」

　ストロンにかかえられたワドルディが、泣なき叫さけぶ。

「わああああん！　助たすけて、助たすけてください、大だい王おう様さま──！　カービィ！」

　ワドルディが手てをのばしたはずみで、かかえていた卵たまごが転ころげ落おちた。

「あっ！」

　ワドルディは悲ひ鳴めいを上あげた。

　しかし、間かん一いっ髪ぱつ。卵たまごが床ゆかに落おちる寸すん前ぜんに、ドロッチェがすくい上あげていた。

　ドロッチェ団だんの手て下したたちは、拍はく手しゅかっさい。

「さすがですぞ、団だん長ちょう！」

「団だん長ちょう、宇う宙ちゅう一いち！」

　しかし、それが気きのゆるみとなった。

　一いち味みのうちのだれかが、うっかり、床ゆかのしかけボタンを踏ふんでしまったのだ。

　床ゆかが、ぱっくりと割われた。

　前まえにカービィが落おちそうになった、あの落おとし穴あな。

「しまった！」

　ドロッチェは、すばやく飛とびのいて落おとし穴あなをかわした。

　しかし、部ぶ下かたちは全ぜん員いん、穴あなに吸すいこまれてしまった。

「わああああああ──!?」

「お、落おちるぅぅぅ──！」

「スピン！　ドク！　ストロン！」

　ドロッチェが手てを伸のばしたが、間まに合あわなかった。

　ドロッチェは穴あなのそばにひざまずき、メタナイトを見みた。

「オレは部ぶ下かたちを救すくいに行いく。メタナイト、あんたは……」

「私わたしも行いこう」

「だが、地ち下かには何なにがあるかわからないぞ。ここで待まっててくれ」

「いや、乗のりかかった船ふねだ」

　メタナイトにためらいはなかった。マントをひるがえすと、それはたちまち翼つばさに変へん形けいした。

「……あんたがいっしょなら、心こころ強づよい。行いくぞ」

　ドロッチェとメタナイトは、同どう時じに穴あなに飛とびこんだ。




　追おいついたカービィとデデデ大だい王おうは、ギリギリのところで急きゅうストップ。穴あなの底そこをのぞきこんだ。

　穴あなはとても深ふかく、真まっ暗くらだった。ドロッチェたちがどうなったのか、まったく見みえない。

「バカものどもめ……こんな穴あなに落おちおって……！」

「ワドルディ～！」

　カービィが大おお声ごえで呼よんだが、返へん事じはなかった。

　カービィとデデデ大だい王おうは、顔かおを見み合あわせた。

「行いくか」

「もちろん！　ぼくはホバリングでゆっくり下おりられるけど、デデデ大だい王おうは……」

「バカにするな。オレ様さまだって、ホバリングぐらいできるわい！」

「ほんと？　そんなに太ふとってるのに？」

「オレ様さまは太ふとってるんじゃない！　全ぜん身しん、筋きん肉にくだわい！」

「うそぉ……」

「ごちゃごちゃ言いわんと、行いくぞ！」

　大だい王おうは、穴あなに飛とびこんだ。なるほど、本ほん人にんの言こと葉ばどおり、ホバリングをしながらゆっくり下おりていく。

「ワドルディ、だいじょーぶかな……」

　カービィも、大だい王おうのあとに続つづいた。
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　二人ふたりは、ホバリングの力ちからでふわりふわりと落らっ下かした。

　カービィが言いった。

「ものすごく深ふかい穴あなだね。メタナイトとドロッチェは飛とべるからいいけど、ワドルディが心しん配ぱいだよ……」

「うむ……この深ふかさで底そこに叩たたきつけられたら、助たすからんぞ」

　デデデ大だい王おうも、心しん配ぱいそうな顔かおで下したを見みた。

　穴あなの底そこは、まだ見みえてこない。

　しかし。音おとが聞きこえた。

　バシャーン……！

　デデデ大だい王おうが叫さけんだ。

「カービィ、今いま、水みずの音おとが聞きこえなかったか!?」

「うん、聞きこえた！　穴あなの底そこに、水みずがたまってるみたい！」

「とすると……ワドルディたちは……？」




　盛せい大だいな水みず音おととともに、すさまじい水みずしぶきが上あがった。

　ドロッチェの部ぶ下かたちが、地ち底ていの湖みずうみに落おちたのだ。

　そのあとから、メタナイトとドロッチェが下おりてきた。

　二人ふたりは、水すい面めんギリギリのところで落らっ下かを止とめ、宙ちゅうに浮うかんだ。

　ドロッチェが叫さけんだ。

「おまえたち！　無ぶ事じか!?」

「は……はい～、団だん長ちょう！」

　まっさきに水すい上じょうに浮うかび上あがって答こたえたのは、スピン。

　ドクも、マシンごとプカプカ浮うかびながら答こたえた。

「こちらも、無ぶ事じですじゃ」

　しかし、ストロンとワドルディの姿すがたが見み当あたらなかった。

　ドロッチェはメタナイトに卵たまごをあずけ、水みずに飛とびこんだ。

　巨きょ体たいのストロンは、水みずに落おちた衝しょう撃げきで目めを回まわし、そのまま水すい中ちゅうに沈しずんでいた。彼かれにつかまえられたワドルディがバタバタあばれているが、ストロンは意い識しきを取とり戻もどさない。

　ドロッチェは二人ふたりに泳およぎ寄よって、ストロンの顔かおを思おもいきりつねった。

　ようやく、ストロンは目めをさまし、急きゅう浮ふ上じょう。なんとか、水みずの上うえに顔かおを出だした。

「ぷは～！」

　ストロンとワドルディは、ふん水すいのように水みずをふき出だして、大おおきく呼こ吸きゅうをした。

　ワドルディは、ハッとしてたずねた。

「あ……卵たまごは……!?」

「無ぶ事じだ」

　宙ちゅうに浮ういたメタナイトが、卵たまごをかかげて見みせた。

「よかったぁ……」

　ワドルディは胸むねをなで下おろした。

　メタナイトが言いった。

「ワドルディ。手て荒あらなまねをして、すまなかったな。君きみをさらったのは、話はなしをしたかったからだ」

「話はなし……？　ぼくは……」

　ワドルディは、宙ちゅうに浮うかんでいるメタナイトを見み上あげ、キリッとして言いった。

「ぼくは、デデデ大だい王おう様さまの部ぶ下かです。敵てきと話はなしたら、怒おこられちゃいます」

「敵てきではない」

「でも、卵たまごを盗ぬすんで……」

「卵たまごではないんだ」

「そんなウソをついてもダメです。卵たまごは、卵たまごです。中なかのヒナ鳥どりが動うごくくらい、大おおきくなったんだから……」

「そういう意い味みではない。たしかに、卵たまごは卵たまごだ。私わたしが言いいたいのは……」

　メタナイトは話はなし始はじめた。

　最さい初しょはツンツンしていたワドルディだが、しだいに話はなしに引ひきこまれ、耳みみをかたむけ始はじめた。
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　ふわり、ふわりと落おちてきたカービィとデデデ大だい王おうは、水みずに落おちる直ちょく前ぜんで止とまった。

　カービィは、水すい面めんを見み渡わたして叫さけんだ。

「すごい……地ち下かに、こんな大おおきな湖みずうみがあるなんて！」

「実じつに、ふしぎな神しん殿でんだわい」

　そこへ。

「大だい王おう様さま！　カービィ！」

　ワドルディが、声こえを上あげて泳およいできた。

　二人ふたりは、ほっとした。

「ワドルディ！」

「無ぶ事じだったか」

「はい！　大だい王おう様さまとカービィも！」

　カービィはワドルディに飛とびつこうとしたが──。

　その時とき、ワドルディの後うしろに、ドロッチェ団だんの面めん々めんとメタナイトが顔かおをそろえていることに気きがついた。

　メタナイトとドロッチェは、カービィたちと同おなじように宙ちゅうに浮ういている。ドロッチェの部ぶ下かたちは、水みずに漂ただよいながら、何なにか期き待たいするような様よう子すでワドルディを見み守まもっていた。

　ワドルディが言いった。

「大だい王おう様さま、カービィ。ぼく、メタナイト様さまから話はなしを聞ききました」

「……なんだと？」

「誤ご解かいだったんです。ドロッチェ団だんは、卑ひ怯きょうなコソドロなんかじゃなかったんです」

「……ワドルディ！」

　デデデ大だい王おうは、大おお声ごえでどなった。

「きさま、まんまとメタナイトに丸まるめこまれたのか!?」

「そんな……ちがうんです。話はなしを聞きいて……」

「コソドロの話はなしなんか、聞きく耳みみもたんわい！」

「そうだよ、ワドルディ！　ドロッチェ団だんは、卵たまごを売うり飛とばそうとしてる悪あく人にんなんだよ！」

「カービィ……」

　ワドルディは、あわてて言いった。

「そうじゃないんだ。あのね、ドロッチェ団だんは、卵たまごをねらっているんじゃなくて……」

「見みそこなったわい、ワドルディ！」

　デデデ大だい王おうはわめいて、ハンマーを振ふり上あげた。

　思おもいきり、水すい面めんに打うち下おろす。バシャーン……と、はでな水みずしぶきが上あがった。

　ワドルディは、その衝しょう撃げきではね飛とばされてしまった。

「わわわー！」

　ワドルディは、ストロンたちの頭ず上じょうを飛とびこえて、ぽしゃんと水みずに落おちた。

　ドロッチェは、デデデ大だい王おうをにらんで、ステッキを構かまえた。

「わからずやめ……！　デデデ大だい王おう、そしてカービィ。おまえたちとは、どうしても決けっ着ちゃくをつけねばならないようだな！」

「こっちは、最さい初しょからそのつもりだわい！」

「ぼくだって、そのつもりだよ！」

　まさに、熱あつい戦たたかいが始はじまりそうになった、その瞬しゅん間かん。

　ふいに、水すい面めんがゆれ出だした。

　水みな底ぞこで、何なにか巨きょ大だいなものがうごめき出だした気け配はいがする。

「ん……？」

「な、なんだ……？」

　カービィも、デデデ大だい王おうも、そしてドロッチェたちも、おどろいてあたりを見み回まわした。

　その間あいだにも、ゆれは激はげしくなってくる。

　水すい面めんが波なみ立だち、うずを巻まき始はじめた。

「お……!?」

「う、うわあああ！」

　悲ひ鳴めいが飛とびかう中なか、ついに、水みな底ぞこから浮うかび上あがってきた。

　家いえよりももっと大おおきな、真まっ青さおなクジラのような生いき物もの！

　それは、水すい面めんを割わるように姿すがたを現あらわし、特とく大だいの尾おびれで水すい面めんをひと打うちした。

　太ふとい水みず柱ばしらがふき上あがり、全ぜん員いん、はね飛とばされた。

「な、なんだ～!?」

「あれは……」

　叫さけんだのは、メタナイト。

「ファッティホエールだ！　危き険けんな生いき物ものだぞ！」

　その声こえにこたえるように、ファッティホエールは、ぷわーっと潮しおを吹ふき上あげた。

「こ、この……！」

　デデデ大だい王おうは、ハンマーを手てに、ファッティホエールをにらみつけた。

　戦たたかう気き、満まん々まん。

　カービィも、ファッティホエールに向むき合あった。

　しかし、そんな二人ふたりをメタナイトが止とめた。

「やめろ。ここは、逃にげるんだ」

「うるさい！　あんなやつ、オレ様さまのハンマーで叩たたきのめしてやるわいっ！」

「そうだよ！　ぼくだって負まけないから！」

「水すい中ちゅうでの戦たたかいは、あちらに分ぶがある。ここは、ひくんだ」

「いやだ！　オレ様さまは、逃にげたりせん！」

「こんなところで、体たい力りょくを使つかうな」

　メタナイトは言いい聞きかせた。

「この神しん殿でんは、手てごわいぞ。まだまだ、どんな敵てきが待まち構かまえているか、わかったものではない。ここで力ちからを使つかいきってしまったら、他ほかの敵てきと戦たたかえないぞ！」

「む……たしかに」

「……うん」

　デデデ大だい王おうも、そしてカービィも納なっ得とくした。

「わかった。ここは、逃にげるが勝かちだな！」

「そういうことだ」

　全ぜん員いん、ファッティホエールに背せを向むけて泳およぎだした。

　ワドルディも一いっ生しょう懸けん命めいに水みずをかいたが、なかなか前まえに進すすまない。

「ワドルディ、ぼくにつかまって！」

　カービィは再ふたたび宙ちゅうに浮うき上あがり、ワドルディに向むけて手てをのばした。
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　ドロッチェが言いった。

「それより、ドクのマシンにつかまったほうが速はやい。あのマシンは、水すい中ちゅうでも高こう速そくで移い動どうできるんだ」

「どろぼうの助たすけなんか、いらないよ！」

「意い地じを張はるな。今いまは、全ぜん員いんが無ぶ事じで逃にげることが大だい事じだ！」

　カービィは少すこしくやしくなったけれど、ドロッチェの言いうことは、もっともだった。

「わかった！　ワドルディ、ドクにつかまって！」

「う、うん！」

　ドクのマシンは水みずしぶきを上あげながら進すすみ出だした。そのスピードは、陸りく地ちを走はしるよりも速はやいほど。カービィとデデデ大だい王おうも、必ひっ死しのホバリングであとを追おいかけた。

　あっという間まに全ぜん員いんが湖みずうみを渡わたりきって、硬かたい石いしの床ゆかにたどりついた。

　ファッティホエールは潮しおを吹ふき上あげたが、もう届とどかない。

　くやしそうに尾おびれをひるがえすと、またもや大おおきな水みず柱ばしらを上あげて、水みずの中なかにもぐりこんでしまった。

　水すい面めんははげしく波なみ立だったが、まもなくおさまって、元もと通どおりの静しずけさが戻もどってきた。

「ふぅ……助たすかったわい……」

　デデデ大だい王おうは、ぷるぷると頭あたまを振ふって、水すい滴てきをはじき飛とばした。カービィやドロッチェたちも、同おなじようにした。

「あ、そうだ！　卵たまごは……!?」

　カービィが叫さけぶと、メタナイトが答こたえた。

「無ぶ事じだ。傷きずひとつないから、安あん心しんしろ」

　カービィはほっとして、さらに叫さけんだ。

「返かえしてよ、メタナイト！」

「ああ、返かえそう。だが、その前まえに誤ご解かいをとかなければ……」

「何なにが誤ご解かいだよ～！」

　カービィが、メタナイトに飛とびかかろうとした時ときだった。

　突とつ然ぜん、すっとんきょうな声こえがひびきわたった。




「レディース・アンド・ジェントルメ～ン！」




「……え？」

　カービィはびっくりして、あたりを見み回まわした。




「イッツ・ア・ショータイム！」




　そんな声こえとともに、あたりがパッと明あかるくなった。まるで、大おおきなスポットライトで照てらされたかのように。

「な、なんだ!?」

　デデデ大だい王おうやドロッチェ一いち味みも、唖あ然ぜんとしている。

　ふいに、岩がん壁ぺきがくずれて、そこからふしぎな生いき物ものが飛とび出だしてきた。

　赤あかい帽ぼう子しをかぶり、カラフルなお手て玉だまをもてあそんでいる。丸まるい鼻はなといい、大おおきな口くちといい、ピエロにそっくりだ。

「な、なんだ、おまえは……!?」

　デデデ大だい王おうが、ハンマーをかまえながら、目めを丸まるくした。

　ピエロのような生いき物ものは、目めにもとまらないほどのスピードでお手て玉だまをしながら答こたえた。

「オレ様さまはぁ～、ファニーロバッツ！　見みてのとおり、華か麗れいなる曲きょく芸げい師し！」
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「きょ……曲きょく芸げい？　なんで、こんなところに曲きょく芸げい師しがいるんだ……？」

「ノー・プロブレム。オレ様さまのいるところ、すべてがステージ……なんてな！」

　急きゅうに声こわ音ねを変かえると、ファニーロバッツはお手て玉だまを投なげつけてきた。

　あっけにとられていたカービィは、よけきれなかった。

「わあっ」

　お手て玉だまが直ちょく撃げきして、カービィは吹ふっ飛とび、岩がん壁ぺきに叩たたきつけられてしまった。

「カービィ！　大だい丈じょう夫ぶ!?」

　ワドルディが走はしり寄よって心しん配ぱいした。

　カービィは、ぶつけた頭あたまをさすりながら、立たち上あがった。

「いたたた……何なにをするんだ！」

「この地ち底ていにお客きゃく様さまが来くるなんて、久ひさしぶりなんでね。オレ様さまの曲きょく芸げい、たっぷり味あじわってもらうよ～！」

　ファニーロバッツは高たからかに笑わらうと、またお手て玉だまを投なげつけてきた。

　カービィたちは頭あたまをかかえて逃にげまわった。

　投なげても投なげても、手て品じなのように次つぎ々つぎにお手て玉だまが現あらわれる。ファニーロバッツは、無む限げんにお手て玉だまを取とり出だせる能のう力りょくを持もっているらしい。

「みんな、下さがっていろ！」

　メタナイトが剣けんを抜ぬいた。だが、それよりもカービィの行こう動どうのほうが早はやかった。

　カービィはカンカンに怒おこっていた。急きゅうに現あらわれて、ふざけた態たい度どでお手て玉だまをぶつけてくるなんて、乱らん暴ぼうすぎる。

　カービィは両りょう手てを広ひろげて息いきを大おおきくはき出だすと、ぱかっと口くちをあけた。

「……う!?」

　ファニーロバッツの動うごきが止とまった。ずるずると、カービィのほうへ引ひき寄よせられていく。ファニーロバッツは手てを振ふり回まわして抵てい抗こうしたが、もちろんむだだった。

　カービィの吸すいこみワザから逃のがれられるのは、よほどの巨きょ体たいの持もち主ぬしだけなのだ。

「わ、わ、わわわわ!?　や、やめて～！」

　悲ひ鳴めいを残のこして、ファニーロバッツはカービィに吸すいこまれてしまった。

　カービィは、上うえを向むいて、ふっと息いきをはいた。

　カービィ自じ身しんは、まだ気きづいていなかった。ファニーロバッツを吸すいこんだ結けっ果か、どうなったのかということに。

　声こえを上あげたのは、ワドルディ。

「カ、カービィ……」

「ワドルディ。もう、だいじょーぶだよ。あいつ、吸すいこんでやったから！」

「カービィ、今いまの吸すいこみで、コピー能のう力りょくが……！」

　ワドルディは、カービィを指ゆびさした。

「……え？」

　カービィはやっと、自じ分ぶんが見みなれないものを手てにしていることに気きがついた。

　紫むらさきと白しろの、しまもようのバトンだ。両りょう手てに一本ぽんずつある。

「何なんだろう、これ……？」

「カービィ、頭あたまの上うえに、ふしぎな帽ぼう子しがあるよ。サーカスのテントみたいな形かたち……」

「サーカス……？」

　カービィは、二本ほんのバトンを放ほうり上あげてみた。
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　バトンはくるくると回かい転てんしながら高たかく舞まい上あがり、またカービィの手てに戻もどってきた。

　カービィは目めをみはった。

「すごい。初はじめてなのに、まるで、曲きょく芸げい師しになったみたいにうまく使つかえるよ！」

「それも、コピー能のう力りょくの一つか……」

　メタナイトがつぶやいた。

「見みたこともない力ちからだ。やはり、コピー能のう力りょくの可か能のう性せいは無む限げん大だいのようだな……」

「『サーカス』のコピー能のう力りょくってことかなぁ……こんなの初はじめて！　おもしろ～い！」

　カービィは、無む意い識しきに、地じ面めんをトンと蹴けってみた。

　すると、大おおきな玉たまが足あし元もとに現あらわれた。

「わわっ!?」

　玉たまに乗のり上あげたカービィは、ひっくり返かえりそうになった。けれど、二、三度ど手てをバタバタさせると、バランスが取とれた。

　一いち度どコツがわかると、あとは、かんたん。

　カービィは、器き用ように玉たまを転ころがして、前ぜん転てんやバク転てんまでじょうずに決きめた。

　ワドルディは目めを輝かがやかせ、夢む中ちゅうで拍はく手しゅをした。

「すごい、すごーい！　ほんとうに、サーカスの曲きょく芸げい師しみたい！　カービィ、いつの間まに練れん習しゅうしたの？」

「練れん習しゅうなんかしてないよ。自し然ぜんにできるんだ。すごいよ、このコピー能のう力りょく！」

「ふん、つまらん能のう力りょくだわい」

　デデデ大だい王おうがケチをつけた。

「そんな曲きょく芸げいより、もっと役やくに立たつコピー能のう力りょくはないのか？　この地ち下かから一いっ瞬しゅんで出でられるような能のう力りょくとか」

「そんなのないよ。それより、この『サーカス』の力ちからで、何なにかできないかなあ……」

　カービィは、前ぜん転てんとバク転てんを繰くり返かえしてみた。

　すると、勢いきおいづいて転ころがった拍ひょう子しに、気きになるものを見みつけた。

「ねえ、ここに何なにかあるよ」

「む？　なんだ？」

「すごく大おおきな荷に車ぐるま……かなあ。だけど、下したにレールがある……」

　みんなが寄よってきて、カービィが見みつけたものをたしかめた。

　メタナイトが言いった。

「これは、トロッコだな」

「トロッコ？」

「ああ。資し材ざいなどを運はこぶときに使つかうんだ」

「ふうん、便べん利りそう。このレール、どこに続つづいているのかな……？」

　カービィは、レールの先さきをたしかめようと、進すすみ出だした。

　その間あいだに、デデデ大だい王おうはおもしろがってトロッコに乗のりこんでいる。

「なかなか、しっかりした作つくりだわい。これに乗のっていけば、楽らくちんだぞ！」

　メタナイトが止とめた。

「やめたほうがいい、大だい王おう。レールがどこに続つづいているのか、わからないのだからな」

「だが、どうせ先さきへ進すすむなら、楽らくなほうがいいじゃないか」

「へえ、これは便べん利りそうだぜ！」

　スピンが、すばやくトロッコに乗のりこんだ。続つづいて、ドクとストロンも。

「ワドルディ、おまえも乗のれ」

　大だい王おうに命めい令れいされて、ワドルディもおっかなびっくり乗のりこんでみた。

　ドロッチェが言いった。

「おまえたち、降おりろ。先さきがどうなっているかわからないのに、そんなものに乗のるな」

「でも、団だん長ちょう。このトロッコ、すごく頑がん丈じょうそうですよ」

「歩あるいて行いくより、これに乗のったほうがずっと楽らくですぞ」

　部ぶ下かたちが話はなしている間あいだに、デデデ大だい王おうは足あし元もとを探さぐっていた。

「どうすれば動うごくんだ？　何なにか、スイッチがあるはずだが」

「大だい王おう様さま、動うごかしたらあぶないですよ……」

「ふん、おまえは臆おく病びょうだな、ワドルディ。オレ様さまにまかせておけ！」

　その時とき、大だい王おうの大おおきな足あしが、レバーを踏ふんづけた。

　ガタン……と音おとがして、トロッコはゆっくり動うごき始はじめた。

「お、動うごいたわい！」

「だ、大だい王おう様さま……へ、平へい気きでしょうか……？」

「心しん配ぱいするな。出しゅっ発ぱつ進しん行こう～！　だわい！」

　デデデ大だい王おうは、お気き楽らくそのもの。

　ドロッチェの部ぶ下かたちが、そろって声こえを上あげた。

「団だん長ちょう、早はやく乗のってくだされ」

「置おいていっちゃいます、よ……」

　突とつ然ぜん、トロッコは大おおきくガクンとゆれ、急きゅう加か速そくし始はじめた。

「……わわ!?」

「ああああ──!?」

　トロッコに乗のりこんだ全ぜん員いんが悲ひ鳴めいを上あげたが、もう遅おそい。

　トロッコは、猛もうスピードで走はしり始はじめた。飛とび下おりることもできないほど。

　取とり残のこされたメタナイトとドロッチェは顔かおを見み合あわせ、ため息いきをついた。
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「……え？」

　レールを調しらべていたカービィは、物もの音おとと悲ひ鳴めいに気きづいて振ふり返かえった。

　カービィの目めに映うつったのは、猛もうスピードで迫せまってくるトロッコ！

「ええええええ──!?」

　カービィは仰ぎょう天てんして、逃にげ出だした。

　レールの両りょう側がわは、ギリギリまで岩がん壁ぺきが迫せまっていて、横よこに飛とびのくこともできない。ひたすら前まえに逃にげるしかない。

　カービィは必ひっ死しに玉たまを転ころがして逃にげる。トロッコはぐんぐん加か速そくし続つづける。

　玉たま乗のりカービィと暴ぼう走そうトロッコの、必ひっ死しのチェイス！

　トロッコの上うえから、ワドルディが身みを乗のり出だして叫さけんだ。

「逃にげて、逃にげて、カービィ！」

「逃にげてるよー！　来こないでぇぇー！」

「止とまらないんだよー！」

「ひかれちゃう──！」

「ひかれちゃだめ──！」

「だったら、来こないでぇぇ──！」
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　カービィは全ぜん速そく力りょくで逃にげたが、トロッコは加か速そくし続つづけている。すごい勢いきおいで、カービィに迫せまってきた。

　もう、カービィの背せ中なかに、トロッコがふれそうなほど。

　猛もうスピードのトロッコにはね飛とばされたら、いくらカービィだって無ぶ事じではいられない。

「わっ、わっ、わあああ──！」

　カービィが悲ひ鳴めいを上あげた瞬しゅん間かん。

　足あし元もとの地じ面めんが、消きえた。

「……え？」

　カービィの身体からだが、一いっ瞬しゅんだけ、宙ちゅうに浮ういた。

「え……あ……うわあああ！」

　トロッコのレールは途と中ちゅうで切きれて、崖がけになっていた。

　カービィはそれに気きづかず、飛とび出だしてしまったのだ。

　カービィは真まっ逆さかさま。もちろん、トロッコも宙ちゅうに投なげ出だされた。

　幸さいわい、崖がけの高たかさはそれほどではなかった。カービィのからだは、三、四回かいほどバウンドして、地じ面めんの上うえに転ころがった。

　でも、重おもさのあるトロッコのほうは、もっと深しん刻こくなダメージを受うけた。

　地じ面めんに叩たたきつけられて、こっぱみじん。乗のっていた全ぜん員いんが、投なげ出だされた。

「うわあっ」

「いてててっ！」

　悲ひ鳴めいが上あがる。

　カービィは急いそいで起おき上あがって、みんなのほうへかけ寄よった。

「だいじょーぶ!?」

「いてて……ひどい目めにあったわい！」

　デデデ大だい王おうが、腰こしをさすりながら起おき上あがった。

　カービィは、みんなにケガがないことをたしかめてから、叫さけんだ。

「卵たまごは!?」

「卵たまごは、ここにはないよ。メタナイト様さまが持もってるから、大だい丈じょう夫ぶ」

　ワドルディが答こたえた。

　デデデ大だい王おうは、目めをつり上あげた。

「メタナイトめ、卵たまごをうばって逃にげる気きか！　それで、オレ様さまをむりやりトロッコに乗のせて追おい払はらったんだな！」

「い、いえ、大だい王おう様さまが勝かっ手てにトロッコに乗のりこんじゃったから……」

「うるさいわい、ワドルディ！　きさま、オレ様さまに口くち答ごたえをするのか！」

「ち、ちがいます……」

　ワドルディが、たじたじしながら、言いい訳わけをしようとした時ときだった。

　またしても、邪じゃ魔まが入はいった。

　カービィたちの上うえに、バラバラと石いしが落おちてきたのだ。

　中なかには、かなり大おおきなものもある。当あたったら、軽かるいケガではすまない。

「……なんだ？　天てん井じょうがくずれてきたか……？」

　デデデ大だい王おうは、ハンマーで石いしを払はらいながら、キッとなって天てん井じょうを見み上あげた。

　しかし、天てん井じょうは高たかすぎて見みえなかった。上うえのほうは、闇やみにつつまれている。

　異い変へんに気きづいたのは、カービィだった。

「あ……あれを見みて！」

　カービィは飛とび上あがって、岩いわの壁かべを指さした。

　壁かべには、何なにやらぶきみな彫ちょう刻こくがほどこされていた。

　大おおきな目め玉だまと、ぶあつい唇くちびる。それに、ひたいのかざりと、耳みみかざりをつけている。からだはなく、ただ巨きょ大だいな手てだけが岩がん壁ぺきから突つき出だしていた。

「ん……？　あんなもの、ただの彫ちょう刻こくじゃないか」

「ちがうよ！　今いま、あの目めが動うごいたんだ。あれ、生いきてるよ！」

　カービィが叫さけぶと同どう時じに、彫ちょう刻こくはゆっくり動うごき出だし、壁かべから浮うき出でてきた。

　巨きょ大だいな顔かおと手てだけが宙ちゅうに浮うかんだ、ぶきみな石せき像ぞうだ。

　石いしの目め玉だまがぎょろりと動うごいて、カービィたちを見み下おろした。

　次つぎの瞬しゅん間かん、大おおきな手てが打うち下おろされた！

「あぶない！」

　カービィたちは、すばやく飛とびのいた。ワドルディはころころ転ころがって、壁かべにぶつかった。

　カービィが、石せき像ぞうを見み上あげて叫さけんだ。

「お母かあさん鳥どりが言いってた、魔ま人じんの像ぞうだ。たしか……ワム……バム……なんだっけ？」

「わが名なは、魔ま人じんワムバムガイア……」

　低ひくい低ひくい、地ちの底そこからわき出でるような声こえが言いった。

「……わが眠ねむりを破やぶった罰ばつを受うけよ……侵しん略りゃく者しゃめ……！」
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　石せき像ぞうは、再ふたたび手てを振ふり上あげた。

　すさまじい勢いきおいで打うち下おろされる。衝しょう撃げきで、地じ面めんがゆれた。

「……きさまぁ……！」

　デデデ大だい王おうが怒いかりの声こえを上あげ、ハンマーを振ふり上あげた。

　しかし、ワムバムガイアのパワーにはかなわない。石いしの手てに弾はじき飛とばされ、ハンマーがくだけてしまった。

「大だい王おう様さま──！」

　ワドルディが悲ひ鳴めいを上あげて、デデデ大だい王おうにかけ寄よった。

　ワムバムガイアの目めが、ワドルディをとらえた。

　それに気きづいたカービィが、叫さけんだ。

「やめろ──！」

　カービィは、夢む中ちゅうで両りょう手てを振ふり回まわした。

　すると、ポンッと音おとがして、細ほそ長ながい風ふう船せんが現あらわれた。風ふう船せんはむくむくと動うごいて、花はなの形かたちに変かわった。

「……え？　花はな……？」

　カービィは面めんくらってしまった。風ふう船せんでできた花はななんて、武ぶ器きになりそうにない。

　ワムバムガイアはカービィを見みて、ニタリと笑わらった。

「おまえは……あとでゆっくり始し末まつする……まずは……こいつを……！」

　石いしの手てが、ワドルディに襲おそいかかった。

　カービィは、いちかばちか、花はなの形かたちの風ふう船せんを投なげつけた。

　風ふう船せんは、ワムバムガイアに当あたった瞬しゅん間かん、大だい爆ばく発はつを起おこした。

「……わっ!?」

　すさまじい衝しょう撃げきだった。

　カービィ自じ身しんも、びっくりしてひっくり返かえった。

　ワムバムガイアは、一いっ瞬しゅん、硬こう直ちょくした。硬かたい石いしの手てに、ひびが入はいっていた。

　カービィは息いきをのんだ。ようやく、『サーカス』のコピー能のう力りょくが持もつ力ちからに気きづいたのだ。

「これ、すごいかも！」

　カービィは元げん気きづき、もう一いち度ど、手てを振ふった。

　今こん度どは、コツがわかっている。あざやかにバルーンアートの技わざをくり出だした。

　あらわれたのは、子こ犬いぬの形かたちの風ふう船せん。

「えーいっ！」

　カービィが、風ふう船せんを投なげつけようとした時ときだった。

「こざかしいわ！　侵しん略りゃく者しゃめが！」

　ワムバムガイアは、カービィの動うごきよりも早はやく、石いしの手てを広ひろげた。

　巨きょ大だいな手てが、カービィを叩たたきつぶそうとする──！

「カービィ！」

　ワドルディが叫さけんだ。

　その瞬しゅん間かん、ピシリと音おとがして、石いしの手ての動うごきが止とまった。

　石いしの手ては、氷こおりにおおわれていた。

「う──!?」

　ワムバムガイアの顔かおが、ひきつった。

　カービィの目めの前まえに、ひらりと飛とび降おりてきたのは──。

　ドロッチェと、メタナイト。

　ドロッチェは、長ながいステッキを手てにしている。

　そのステッキをくるりと回まわして小こ脇わきにかかえ、ドロッチェは言いいはなった。

「ドクの発はつ明めい品ひんも、たまには役やくに立たつな！」

「ドロッチェ！　今いまのは……!?」

「アイスレーザーだ。なかなかのものだろう？」

　ステッキの先せん端たんからほとばしり出でた氷こおりのレーザービームが、石いしの手てを凍こおらせたのだ。

　カービィは、顔かおを輝かがやかせた。

「ありがと、ドロッチェ！」

「油ゆ断だんするなよ、カービィ」

　ドロッチェはステッキを構かまえ直なおした。

　メタナイトは、かかえていた卵たまごをワドルディに渡わたして、剣けんを構かまえた。

「ワドルディ。その卵たまご、しっかり守まもってくれ」

「はい！」

　ワドルディは大おおきな卵たまごをかかえ、ヨタヨタしながら運はこぼうとした。

　ストロンが駆かけ寄よって卵たまごを取とり上あげ、すばやく壁かべぎわに避ひ難なんした。

　スピンとドクが叫さけんだ。

「団だん長ちょう！　卵たまごのことは、ご心しん配ぱいなく！」

「ワシらが、しっかり守まもりますぞ！」

「……よし」

　ドロッチェもメタナイトも、武ぶ器きを手てに、石せき像ぞうに向むき合あった。

　ハンマーをくだかれたデデデ大だい王おうが、ようやく起おき上あがって、仲なか間まに加くわわった。

「オレ様さまのハンマーを、よくも……！　あいつ、許ゆるさんわい！」

「大だい王おう、武ぶ器きがないなら、無む理りをするな。引ひっこんでいろ」

　メタナイトが言いったが、大だい王おうは首くびを振ふった。

「うるさい！　このデデデ大だい王おう様さまを、甘あまく見みるな！　武ぶ器きなど、いらんわい！」

　カービィ、メタナイト、デデデ大だい王おう、ドロッチェ。闘とう志しを燃もえ上あがらせた四人にんを前まえに、石せき像ぞうは怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「こざかしい！」

　吠ほえると同どう時じに、石いしの手てをにぎりしめる。

　手てをおおっていた氷こおりがバリバリと割われた。

　すかさず、その手てを広ひろげて、四人にんの頭ず上じょうに打うち下おろす。

　四人にんはすばやく飛とびのいて、攻こう撃げきをかわした。

「そんなもの、オレ様さまには通つう用ようせんわい！」

　デデデ大だい王おうが地じ面めんをけって、石いしの手てに飛とびかかった。

　メタナイトが叫さけんだ。

「デデデ大だい王おう！　無む理りをするなというのに！」

　大だい王おうは、石いしの手てに飛とびげりを食くらわせようとしたが、空くう中ちゅうでつかまえられてしまった。

　石いしの手てが、ぎゅうぎゅうと大だい王おうをしめ上あげる。

　大だい王おうは顔かおを真まっ赤かにして、大おおきな口くちをあけると、石いしの手てにかぶりついた。

「うぉぉ!?」

　ワムバムガイアはうめいたが、大だい王おうをとらえた指ゆびはゆるめなかった。

　このままでは、デデデ大だい王おうが、にぎりつぶされてしまう。

　カービィは風ふう船せんを投なげようとしたが、思おもいとどまった。風ふう船せんを爆ばく発はつさせたら、大だい王おうまで巻まきこんでしまう。

　ドロッチェが、ステッキを構かまえた。カービィは叫さけんだ。

「だめだよ、ドロッチェ！　アイスレーザーを使つかったら、デデデ大だい王おうまで凍こおっちゃう！」

「そんなヘマはしないさ」

　ドロッチェは、アイスレーザーを放はなった。

　ワムバムガイアの手てではなく、目めに向むけて。

「うっ!?」

　ワムバムガイアはとっさに目めをつぶり、手てをゆるめた。

　デデデ大だい王おうは、地じ面めんに落おちた。

「ぬ……うぉ……おお……！」

　ワムバムガイアは、手てで目めを押おさえて苦くるしんでいる。

　メタナイトが言いった。

「私わたしたちは侵しん略りゃく者しゃではない。さわがせて、すまなかった。どうか、おしずまり願ねがいたい」

「うるさい！」

　ワムバムガイアはどなると、再ふたたび石いしの手てを振ふり上あげた。

　カービィが叫さけんだ。

「攻こう撃げきをやめなきゃ、もう一発ぱつ、おみまいするよ！」

「うるさぁぁぁいぃぃ！」

　石いしの手てが、あたりかまわず、打うち下おろされる。石いしの壁かべがくずれて、大だい小しょうの石いしが降ふり注そそいできた。

「もう！　じゃ、行いくよ！　これが、とどめだ～！」

　カービィは飛とび上あがり、すかさず風ふう船せんを投なげた。

　爆ばく発はつが起おきて、石いしの指ゆびがくだけ散ちった。
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「う……うう……」

　さすがの石せき像ぞうも、力ちからを失うしなってしまった。

　メタナイトが剣けんを高たかくかかげて叫さけんだ。

「これ以い上じょう、戦たたかいを続つづければ、神しん殿でんがくずれるぞ！」

　石せき像ぞうはだまりこみ、動うごきを止とめた。

　すっと後うしろに下さがると、石いしの壁かべにとけこんでいく。

　カービィたちが見み守まもる前まえで、石せき像ぞうは元もとの通とおり、石せき壁へきにほどこされた彫ちょう刻こくに戻もどった。

　静しずけさが戻もどってきた。

「……良よかった」

　カービィが、ほっとしてつぶやいた時ときだった。

「カービィ！　ワドルディ！　大だい丈じょう夫ぶ!?」

　澄すんだ声こえがひびきわたった。

　カービィは頭ず上じょうを見み上あげた。

　真まっ青さおな鳥とり、アクティブレイドがくちばしを下したにして急きゅう降こう下かしてくる。

「お母かあさん鳥どり！」

　カービィとワドルディは、声こえをそろえて叫さけんだ。

「今いまのさわぎは、何なに!?　あなたたち、まさかワムバムガイアを目めざめさせたの……!?」

「だいじょーぶ！　もう、終おわったよ！」

「終おわった……？」

「うん！」

　カービィは、石いしの壁かべにほどこされた彫ちょう刻こくを指さした。アクティブレイドは、息いきをのんだ。

「カービィ……あなた、まさか、ワムバムガイアに勝かったの……？」

「うん！　来きてくれてありがとう！　これで、地ち上じょうに出でられるね！」

　カービィは高たかくジャンプして、アクティブレイドの背せに飛とび乗のった。

「みんなも、早はやく早はやく！」

　カービィが手て招まねきをすると、メタナイトやワドルディ、それにドロッチェ団だんの面めん々めんも走はしり寄よった。

　アクティブレイドは、顔かお色いろを変かえた。

「あんたたち、どろぼう一いち味みじゃないの！　カービィ、どうしてこんなやつらと……!?」

「話はなしはあと！　とにかく、外そとに出でようよ。ぼく、もう地ち下かはこりごりだよ！」

「……わかったわ」

　アクティブレイドはうなずくと、全ぜん員いんを背せに乗のせて、力ちから強づよくはばたいた。
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「はああ～！　重おもかった！」

　地ち上じょうに飛とび出だしたアクティブレイドは、ぶるぶるっと身体からだを振ふった。

　背せ中なかに乗のっていたカービィたちは、振ふり落おとされた。

「いてて！」

「乱らん暴ぼうな鳥とりだわい……」

　立たち上あがったデデデ大だい王おうは、アクティブレイドをまじまじと見みて、首くびをかしげた。

「む……？　色いろが……ちがうが……こいつ、本ほん当とうに……？」

「大だい王おう様さま？　どうかしたんですか？」

　ワドルディがたずねたが、その声こえも大だい王おうの耳みみには入はいっていないようだった。

「おかしいな……オレ様さまが前まえに見みたのは……いやいや、色いろのちがいぐらい、どうっていうことないわい。季き節せつによって色いろが変かわる鳥とりもいるし……」

　デデデ大だい王おうはブツブツとひとり言ごとを言いって、うなずいている。

　カービィはぴょこっと立たち上あがって、アクティブレイドを見み上あげた。

「ありがとう、お母かあさん鳥どり！」

「どういたしまして。約やく束そくの場ば所しょに戻もどってみたら、地ち下かからさわぎが聞きこえてきたのでね。きっと、あなたたちが落おとし穴あなに落おちて、ワムバムガイアの怒いかりにふれてしまったんだろうと思おもったから、急いそいで助たすけに向むかったのよ」

「やっぱり、あの石せき像ぞうが、魔ま人じんワムバムガイアなんだね」

「そうよ。この神しん殿でんの主あるじ。昔むかしは尊そん敬けいされていたんだけど、だんだん思おもい上あがってしまったらしくてね。すぐに怒おこり出だすものだから、みんなが恐おそれて、近ちかづかなくなってしまったの。それで、神しん殿でんがこんなにさびれちゃったのよ」

「たしかに、怒おこりっぽいやつだったわい。あんな短たん気きなやつ、きらわれて当とう然ぜんだわい！」

　デデデ大だい王おうが、プンプン怒おこりながら言いった。

　カービィは、つい、笑わらい出だしてしまった。

「怒おこりっぽいところは、デデデ大だい王おうそっくり！」

「なんだと!?」

　大だい王おうはカービィをにらみつけたが、アクティブレイドが止とめた。

「けんかは、やめてちょうだい。あのワムバムガイアをしずめるなんて、すごいわ。カービィ、あなたはやっぱり、すばらしい力ちからをもった勇ゆう者しゃね」

「えへへー！」

「ところで、さっきから気きになってたんだけど。そのおかしな帽ぼう子しは何なに？　そんなの、どこでひろったの？」

「え？　あ、これは……」

　カービィは、両りょう手てで頭あたまを押おさえた。そこには、サーカスのテントのようなデザインの帽ぼう子しがのっている。

「ひろったんじゃないよ。コピー能のう力りょくなんだ。忘わすれてた。これ、はずしてあげなきゃ」

　カービィは、くるんと一回かい転てんした。

　コピー能のう力りょくがはずれて、ファニーロバッツの姿すがたに戻もどった。

　たおれこんだファニーロバッツは、キョトンとした顔かおであたりを見み回まわした。カービィが言いった。

「吸すいこんで、ごめんね。もう、みんなにお手て玉だまをぶつけたりしちゃダメだよ」

「ここは……どこだ……？　地ち上じょうなのか……？」

　ファニーロバッツはぴょこっと立たち上あがると、ばんざいをした。

「うぉぉぉ！　やったぁぁぁ！　出でられた！　地ち上じょうに出でられたんだー！」

「……え？」

「いやぁ、困こまってたのさ。うっかり穴あなに落おちたら、地ち上じょうに戻もどる方ほう法ほうがわからなくて。あんたたちのおかげで、助たすかった！」

「……ひょっとして、迷まい子ごだったの？」

　カービィはあきれて言いった。

「だったら、最さい初しょからそう言いえばよかったのに……」

「オレ様さまは、華か麗れいなる曲きょく芸げい師し！　迷まい子ごだなんて、かっこ悪わるくて言いえるかよ～。じゃあな、ありがとよ！」

　ファニーロバッツはお手て玉だまを高たかく放ほうり上あげると、浮うかれた様よう子すで走はしり去さってしまった。

　カービィは、アクティブレイドに向むき直なおった。

「足あしのケガは、なおったんだね」

「ええ、もう大だい丈じょう夫ぶ。故こ郷きょうの温おん泉せんにゆっくりつかってきたからね」

「卵たまごも無ぶ事じだよ！」

　カービィは、ドロッチェを振ふり返かえった。

　ドロッチェは、卵たまごをしっかり抱だきかかえている。

　カービィは言いった。

「もう、あきらめてよ、ドロッチェ。卵たまごをお母かあさん鳥どりに返かえしてよ！」

「──オレは、宇う宙ちゅう一いちの大だい盗とう賊ぞく、ドロッチェ」

　ドロッチェは進すすみ出でて、名な乗のった。

　アクティブレイドは、目めをするどく光ひからせた。

「坊ぼうやを盗ぬすもうとしているやつらね。坊ぼうやは渡わたさないからね……！」

「誤ご解かいだ。オレがほしいのは、卵たまごじゃない」

　ドロッチェは、卵たまごと羽う毛もうのクッションをしばりつけているひもを、ていねいにほどいた。

「この、クッションなんだ」

「……え？」
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　カービィは、耳みみをうたがった。

　ワドルディが言いった。

「ドロッチェは、最さい近きん、寝ねつきが悪わるいんだって。それで、いい枕まくらを探さがしてたんだって」

「ま……枕まくら……？」

「そうだ。この羽う毛もうのクッションは、宇う宙ちゅう一いちの高こう級きゅう品ひん質しつといわれるすぐれもの。まさに、宇う宙ちゅう一いちの大だい盗とう賊ぞくにふさわしい品しなだ。一いち度ど、このクッションを枕まくらにして眠ねむってみたいと思おもっていたのさ」

「な……なんだぁぁ～！」

　カービィは、すっかり力ちからが抜ぬけてしまって、その場ばに座すわりこんだ。

　デデデ大だい王おうも、顔かおを赤あかくして文もん句くをつけた。

「だったら、最さい初しょからそう言いえー！　ばかものが──っ！」

「何なん度ども説せつ明めいしようとしたじゃないか。あんたたちが聞きこうとしなかったんだ」

「……う……」

　言いわれてみれば、そのとおり。カービィもデデデ大だい王おうも、ぐうの音ねも出でない。

「それじゃ、メタナイトが協きょう力りょくしてたのは……？　どろぼうの仲なか間まになったんじゃなかったの……？」

「私わたしは、ドロッチェに借かりを返かえしたかっただけだ」

「借かり？」

「以い前ぜんに、部ぶ下かのブレイドナイトとソードナイトをドロッチェに助たすけられたことがある。その礼れいをしたかったのだ」

　ドロッチェが付つけ加くわえた。

「メタナイトは、オレの目もく的てきを知しって、協きょう力りょくしてくれただけなんだ」

「えええ……なーんだぁ……」

　アクティブレイドは、話はなしを聞きいて笑わらい出だした。

「そういうことだったのね。もちろん、そのクッションはさし上あげるわ。坊ぼうやを守まもってくれたお礼れいよ」

「ありがとう。ほんとうは、盗とう賊ぞくらしく華か麗れいに盗ぬすみ出だしたかったんだが。まあ、良よしとしよう」

　ドロッチェは卵たまごをアクティブレイドの足あし元もとに置おき、シルクハットを取とって、うやうやしく礼れいをした。

　そのドロッチェを押おしのけるように、デデデ大だい王おうが進すすみ出でて鳥とりを見み上あげた。

「あー、えへん。卵たまごを守まもったのは、ドロッチェじゃなくてオレ様さま……なんだがな」

「……あなた、だれよ？」

「オレ様さまはこのプププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃ、デデデ大だい王おうだ！」

「卵たまごを守まもってくれたのは、カービィとワドルディでしょ……？」

「あいつらなんかより、オレ様さまのほうがよほど勇ゆう敢かんに卵たまごを守まもったわい」

　デデデ大だい王おうは、ニマッと目めを細ほそめて、アクティブレイドにすり寄よった。

「オレ様さまに、お礼れいをするべきではないかな？」

「お礼れい？　もちろん、そのつもりで、故こ郷きょうのおみやげを持もってきたけど……」

「オレ様さまがほしいのは、おみやげなんかじゃない。あんたの、そのトサカの毛けを二、三本ぼんほしいのだ」

「……トサカ？　私わたしの？」

　アクティブレイドは、首くびをかしげた。

「別べつに、かまわないけど……こんなもの、どうするの？　羽う毛もうのクッションとちがって、価か値ちなんかないわよ？」

「いやいや！　オレ様さまは、トサカの毛けがほしいのだ！」

「ふーん……ヘンなの。ま、いいわ。どうぞ」

　アクティブレイドが頭あたまを下さげると、デデデ大だい王おうは大おおよろこび。トサカの毛けを、三本ぼんほど抜ぬき取とった。

「ヒャッホー！　これで、おおもうけだわい！」

「おおもうけ……？　何なにか、かんちがいしてない？」

「いやいや、おまえには自じ覚かくがないのだな！　おまえのトサカの毛けには、ものすごい賞しょう金きんがかかってるんだぞ！」

「……え？」

「なにしろ、なぞにつつまれた神しん秘ぴの鳥とりだからな！　全ぜん宇う宙ちゅうの金かね持もちが、のどから手てが出でるほどほしがっているのだ！　この毛けが三本ぼんあれば、全ぜん宇う宙ちゅうの料りょう理りを食たべつくせるほどの金かねが手てに入はいるんだぞー！」

　デデデ大だい王おうは、浮うかれて飛とびはねた。

　カービィが、あきれて言いった。

「デデデ大だい王おう……力ちからをかしてくれたのは、それが目もく的てきだったの～？」

「わははは！　当あたり前まえだわい！　このデデデ大だい王おうたるもの、理り由ゆうもなくおまえなんぞに協きょう力りょくするか～！」

「大だい王おう様さま……やっぱり……」

　ワドルディが、がっくりとうなだれた。

　メタナイトが言いった。

「下した心ごころなくしては行こう動どうしない……か。なるほど、君きみらしい」

「あなた、ねえ……」

　アクティブレイドは、困こまったような顔かおでデデデ大だい王おうを見みた。

「やっぱり、かんちがいしてるわ」

「かんちがいなんかじゃないわい！　ダイナブレイドのトサカの毛けは、全ぜん宇う宙ちゅうの金かね持もちが探さがしまわっている貴き重ちょうな宝たからで……」

「私わたし、ダイナブレイドじゃないんだけど」

「大たい変へんな賞しょう金きんがかかっていて……って……え？」

　大だい王おうは浮うかれるのをやめて、鳥とりを振ふり返かえった。

「今いま、なんか言いったか？」

「私わたしはアクティブレイド。よく似にてるらしいけど、ダイナブレイドとはちがう種しゅ族ぞくよ」

「……あ……？」

　デデデ大だい王おうは、だらりと手てを下おろし、あごがはずれそうなほど大おおきく口くちを開あけた。

「な、なんだとぉぉぉ──!?」

「ダイナブレイドは、私わたしよりもっとたくましいし、羽は根ねの色いろだってちがうでしょ」

「い、色いろは、季き節せつによって変かわるものなんじゃ……ないのか……？」

「私わたしの羽は根ねは、生うまれたときからずっとこの色いろよ」

「き、きさま……！　オレ様さまをだましたのか……!?」

「ひと聞ぎきの悪わるいこと言いわないで。私わたしはアクティブレイドだって、最さい初しょから言いってるじゃないの」

　カービィとワドルディが、口くち々ぐちに言いった。

「そうそう、アクティブレイドだった！　むずかしくて、覚おぼえられなかったんだ！」

「なんとかブレイド……っていうことだけは、覚おぼえてたんですけど……」

「きさまらが、まぎらわしいことを言いうからだ～！」

　大だい王おうは泣なきそうな表ひょう情じょうで叫さけび、未み練れんがましい目めで、手てにもったトサカの毛けを見みつめた。

「で、でもまあ……これだって、ダイナブレイドほどではないにしても、それなりの価か値ちは……」

「ないわよ」

　アクティブレイドは、ぴしゃりと言いった。

「悪わるいやつらは、私わたしたちの卵たまごや羽う毛もうをねらいに来くるけど、トサカの毛けなんて、ひろったって捨すてちゃうわ。その程てい度どのものよ」

「……ぐっ……」

　デデデ大だい王おうは顔かおを真まっ赤かにして、トサカの毛けを投なげ捨すてた。

「では、羽う毛もうをもらおう！　宇う宙ちゅう一いちの枕まくらの原げん料りょうを……！」

「ダメよ。もう、ドロッチェにあげちゃったもの。もう一個こ分ぶんの羽う毛もうを抜ぬいたら、私わたし、風邪かぜをひいちゃうわ」

　アクティブレイドは、カービィとワドルディに向むき直なおった。

「あなたたちには、おみやげを持もってきたのよ。私わたしの故こ郷きょうは、お菓か子し作づくりで有ゆう名めいなの。あまくておいしいクッキーや、キャンディや、ドライフルーツを山やまほどね！」

　アクティブレイドは、物ものかげに置おいてあったバスケットを、くちばしでくわえて運はこんできた。

　バスケットには、カラフルなお菓か子しが山やま盛もり。

　カービィとワドルディは、目めをかがやかせた。

「わあ！　おいしそう～！」

「全ぜん部ぶ、あなたたちのものよ。坊ぼうやを守まもってくれて、ありがとう」

「わ～い！」

　カービィとワドルディは、バスケットに飛とびついた。

　デデデ大だい王おうが、よろよろしながら言いった。

「ちょ……ちょっと待まて……。オレ様さまにも、せめてお菓か子しを……」

「ダメよ。もう、トサカの毛けをあげたもの」

　アクティブレイドは笑わらった。

　その時とき、ワドルディが叫さけんだ。

「見みて！　卵たまごに、ひびが！」

「え!?」

　カービィは飛とび上あがった。

　全ぜん員いんが卵たまごを取とり囲かこみ、息いきをのんで卵たまごを見みつめた。

　ゆっくりゆっくり、時じ間かんをかけて、からが割われた。

　大おおきく伸のび上あがるように、ヒナ鳥どりが姿すがたを見みせた。
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「わあっ！」

　カービィは思おもわず大おおきな声こえを上あげてしまった。

「静しずかにして。坊ぼうやがびっくりしちゃうわ」

　アクティブレイドににらみつけられて、カービィは口くちをおさえた。

　ヒナ鳥どりは、カービィのほうを見みると、ピィピィと声こえを上あげた。

　アクティブレイドが言いった。

「坊ぼうやは、カービィのことをわかってるんだわ」

「え？」

「カービィの声こえを聞きいて、うれしそうにしてるもの。あなたたちが、ずっと守まもってくれたってこと、わかってるのよ」

「ほんと？」

　カービィとワドルディは、ヒナ鳥どりに近ちかづいてみた。

　ヒナ鳥どりは、小ちいさな翼つばさを広ひろげ、うれしそうにさえずった。

「ほんとだ……ぼくたちのこと、わかるみたい！」

「なんて、かしこい子こなんでしょ」

　アクティブレイドは、じまんげに言いった。

「故こ郷きょうに連つれて帰かえるのが、楽たのしみだわ」

「え？　故こ郷きょう？」

「ええ。私わたしの足あしも治なおったことだし、この子こといっしょに帰かえるわ」

「ヒナ鳥どり、飛とべるの……？」

「ええ、大だい丈じょう夫ぶ」

　母はは鳥どりの声こえにこたえるように、ヒナ鳥どりははばたいた。

　生うまれたばかりとは思おもえないくらい、力ちから強づよい。この調ちょう子しなら、すぐに大おお空ぞら高たかく飛とぶことができそうだった。

　アクティブレイドは、あらたまってカービィたちに頭あたまを下さげた。

「ほんとうに、ありがとうね、カービィ。ワドルディ。ついでに、あなたたちも」

「オレ様さまは『ついで』か！」

　怒おこるデデデ大だい王おうを、メタナイトがなだめた。

　アクティブレイドは、ドロッチェのほうを向むいた。

「その枕まくら、大だい事じにしてね」

「ああ。恩おんに着きるぞ」

「じゃあ、さようなら。いつか、また会あいましょう」
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　アクティブレイドは、はばたいて舞まい上あがった。

　ヒナ鳥どりはヨタヨタしながら飛とび上あがると、カービィの頭あたまの上うえで輪わをえがいてから、母はは鳥どりを追おった。

　カービィとワドルディは、大おおきく手てを振ふった。

「さようなら！」

「元げん気きでねー！」

「──さて。では、オレたちも去さるとするか」

　ドロッチェが言いった。

　カービィは、振ふり返かえった。

「ドロッチェ。誤ご解かいしていて、ごめんね」

「オレたちがクッションを盗ぬすもうとしていたことは事じ実じつだからな。警けい戒かいされるのは当とう然ぜんさ。では、さらばだ！」

　ドロッチェは、部ぶ下かたちとともに飛ひ行こう船せんに乗のりこみ、アクティブレイドの親おや子ことは反はん対たいの方ほう角がくへと飛とび去さった。

　メタナイトが言いった。

「では、私わたしも帰かえるとするか」

　デデデ大だい王おうは、がっくりと肩かたを落おとして、うめいた。

「ああ～！　骨ほね折おり損ぞんのくたびれもうけだわい～！」




　カービィは、神しん殿でんをあとにするとき、一いち度どだけ振ふり返かえって空そらを見み上あげた。

　もちろん、もう親おや子この鳥とりの姿すがたは見みえなかった。

　カービィは、卵たまごの世せ話わをしたことを思おもい出だして、少すこしだけさびしくなった。

（……一日にちだけでいいから、ヒナ鳥どりといっしょに遊あそびたかったなあ……）

「カービィ。ぐずぐずしてると、おいていくぞ！」

　デデデ大だい王おうのどら声ごえがひびいた。

「あ、待まってよー！」

　カービィは大おお声ごえで返へん事じをして、大だい王おうたちを追おいかけた。
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